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　小衲、このたび、全国諸大徳方
のご推挽を頂戴して、大本山總持寺
副貫首に就任致しました。
　申すまでもなく、大本山の使命は、
国内は無論のこと、海外にも遍く正

法・曹洞禅を普及・伝道することにあります。その使命達成
のために、SOTO禅インターナショナルの会の各位のお力添
えが何よりも不可欠であります。今後共、更なるご活躍を期
待し、旧倍のお力添えを賜りますよう、改めてお願い申し上
げます。
　さて、小衲、以前より『我逢人』を杖言葉として歩んで参
りました。この語は、高祖大師が師の如浄禅師の高潔な行
持を目のあたりにされ、その感動から迸り出たお言葉であり
ます。人に出逢い、その人の仏心・仏性を拝ませて戴くこと
は、無上の喜びであります。
　吉川英治さんの名言「吾以外、皆、吾が師」を引用するま
でもなく、「我逢人」の心を持てば、全ての人を仏子として拝
むことができると信じております。

　以前、何度か海外に出掛けて、いろんな国のいろんな方
たちと出遭わせていただきましたが、たとえ言葉が充分に伝
わらずとも、『我逢人』の気持ちで相対したとき、自ら心の通
じ合うものを感じました。
　皆さまも、是非、『我逢人』の喜びを満喫されるような布
教・伝道にご精進下さると共に、高祖大師が如浄禅師の行
持に心底感動された故事を思い出し、海外の方々の感動を
呼び覚ます行持にお励み下さいますよう、老婆心ながらお願
い申し上げます。
　また、来年は「大本山總持寺御移転百年」を迎えます。
奥能登にあった總持寺を現在の横浜・鶴見に移転されたと
いうことは、並大抵の事ではなかったに違いないと思います。
それを断固として実行された石川素童禅師のご偉業に満幅の
尊敬を捧げると共に、一人でも多くの人に正法・曹洞禅を伝
え広めたいと願われた禅師のご心境の中にも『我逢人』の活
きた姿を拝ませて戴いております。
　SOTO禅インターナショナルの会の益々のご発展・ご活躍
をお祈り申し上げます。
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特集　両大本山ワークショップ講演録

海外の禅  その現状とチャレンジ
6月9日 大本山總持寺　 6月11日 大本山永平寺
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■ はじめに

　SOTO禅インターナショナル
の親切なご厚意があり、この機
会が出来ましたことを感謝しま
す。たくさんの方に集まってい
ただき喜んでいます。
　仏道修行で大切な教えに 聞
思修があります。これは聞くこ
と、考えること、実践すること
です。そこで質問が出てくるは
ずです。質問が出なければ良く
聞いていない証拠です。
　聞いて分からないことは信頼

できる人に質問していくことが大切です。教えを聞いて、考えて、
質問し道理が分かれば、それが身につくということになります。
　さて、アメリカでは禅センターというものが200も300もあると
いわれています。しかし、日本の曹洞宗の僧侶が英語で教えている
のは僅かです。この講義を聴いて、海外へ行ってみたいという人が
出てくれれば嬉しいです、チャレンジしてください。
　海外の禅を聞き、どうしてそうなっているか、自分にはそれが関
係あるか、問題提起したいと思います。
　道元禅師は次のように仰っています。

「仏道をならふといふは 自己をならふなり。自己をならふといふは 
自己をわするるなり。自己をわするるといふは、万法に証せらるる
なり」（『正法眼蔵』「現成公案」巻）

　本当に自由になりたい、わかりたいならば、自己を見極める必要
がある。
　海外でよく質問されることは自分を見極めるのに、なぜ自分を忘
れることができるのか。自分を忘れるのに、どの様に自分を見極め
るのかという事です。
　般若心経の「無眼耳鼻舌身意・・・」の「無眼」はどういうこと
でしょうか？
　そのような禅の修行に大切なことの素朴な疑問がたくさん出てき
ます。

■ 曹洞宗の海外の禅の歴史と現状

　海外にはハワイ、北米、南米、ヨーロッパの4つの総監部が置か
れています。各国の中で開教の歴史が一番古いのは百余年の歴史が
ある南米ペルーです。
　明治維新の頃、海外へ多くの日本人移民が渡り、大変苦労して生
活してきました。その中で、現地で先祖供養をしたいということで、
僧侶が派遣されました。
　これが日系寺院の出来るきっかけとなり、現在ハワイには９カ寺、
カリフォルニアには５か寺の日系寺院があります。
　日系寺院の働きは、法事等の檀務や三佛忌が中心となり、アメリ
カナイズされている部分はありますが日本の寺院と変わりません。
　日系の方々が日本の文化を守るための茶の湯、武道、写経等のカ
ルチャーセンターの役割もしています。
　これと対照に「禅センター」は日本の寺院とは全く異なります。

　禅センターはアメリカが発祥で、鈴木俊隆老師や前角博雄老師な
どが禅センターを建てられました。その法系を持つ僧侶や日本の僧
侶により建てられた禅センターは現在200にも300にも増えています。
　日系寺院の数はそれほど増えておりませんが、禅センターは特に
発展しているのです。
　禅センターの働きの中心は、やはり、坐禅。そして、朝課、作務、
摂心、独参。
　仏教という教えを学ぶためのワークショップもあります。

　その他に、アウトリーチという活動がありあます。
　例えば、私はサンフランシスコの刑務所の坐禅会に参加しました。
30～ 40人が集まって、自分たちが造った仏壇の前でお経を読み、
坐禅をします。
　また、仏教の雰囲気の中で死を迎えたい方の為、病院の一角に場
所を設け、ボランティア活動を行なっています。また、ホームレスの
食事を作ったり、心のケアをしたりということもやっています。日本
でも、今後はそういう活動が大切になっていくでしょう。
　海外の事例が参考になるはずです。
　アメリカでは、坐禅をしたい人が自分の家に禅堂を造って手作り
の坐蒲で坐禅を組みます。
　ただ、指導者がいないため、本などで自分のなりの理解を得たり、
摂心に参加したり、僧侶を招いたりしております。また、土地や建
物を買い常住の指導者が居て修行をするケースもあります。そのう
ちに得度して僧侶になりたい、そのような縁が出来てきます。
　北米ではおよそ250人もの得度者の登録があります。
　世界中ではこの倍以上居るでしょう。

■ なぜ禅が急速に広がったのか

　なぜ40年もの間に坐禅を組む人が急に増えてきたのでしょうか。
　1960年代には、アメリカでは様々な社会問題が起きました。
　特にベトナム戦争の影響が大きかったと思います。
　徴兵へ反対する人が増え、また人種差別、貧富の格差、環境破壊
…アメリカ的な生活が世界に広がると地球が駄目になるという考え
も流布し、政情が不安定になりました。
　アメリカにまったく違った文化の宗教が広まるということは難し
い事ですが、様々な縁が繋がって禅が広がったのでしょう。
　2000年前より、インドから中国に長い時間をかけて少しづつ浸透
して禅が生まれました。
　しかし、アメリカではそれが短い時間で行なわれているのです。
　また、様々な伝統宗教がある中で特に「曹洞宗」が広がっている

講師　ルメー大岳 師
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と感じます。
　もちろん、チベット仏教や韓国、中国、ベトナムの仏教、新宗教な
ども広がっているのですが、伝統仏教の中では曹洞宗が圧倒的です。
　この原因として、キリスト教への不満、神の教えが近代科学にそぐ
わない面もあり、その教えが信じられないということがあるでしょう。
　40年前にはその答えを東洋文化、坐禅の中に求めようという動き
が西海岸を中心に広がってきました。
　悟りを開いてみたいという人も居たし、静かになりたいという人
もいました。
　しかし、一番の要因は、「自分の力で自分を救うことができる、誰
でも出来る。1メートル四方のスペースがあれば出来る」それが一
番の魅力だと思います。
　その他に、日本の文化から入ってくる人もいるし、仏教は平和の
仏教ということから入った人もいるでしょう。
　「個人主義」は悪くなると「自分さえよければ」という考えになり、
自分の権利だけ主張することになりがちであるけれど、その意味で
も「大きな」自分を習いたければ「小さな」自己をわすれるという
教えがしっくりくるのです。

■ チャレンジするということ

　チャレンジには布教、国際社会に貢献できる人、幅広い人材を育
成するということが含まれます。
　アメリカでは「ＺＥＮ」という言葉は、あらゆる意味で洗練され
たという意味で使われている非常に人気のある言葉です。しかし、
その実を知る人は少ないし、それを知りたい人は多いのです。
　仏教、禅に関する本は、40年の間にとても増えました。
　本だけに限らず、あらゆる媒体を通して、また実際に講演会等の
活動をおこない、それを伝えることは大切なことです。
　一番大切なことは、質問を持つ人、悩みを抱える人と話が出来る
機会を持つことです。

■ 僧侶として自信を持って欲しい

　社会に貢献できる人とはどういうことでしょう。
　お坊さんの働きとは何でしょうか。
　もちろん、檀家制度の中では、葬儀や法事も大切です。しかし、
今後、檀家制度は変化していくでしょう。その中で、どのようなこ
とができるでしょうか。
　もう一つ、大切なことは、僧侶であり、宗教家であることに自信

を持つことです。これも大切です。
　よく、日本の僧侶を見ると、一般社会の中では、お坊さんの格好
を取り去りたいと考えているように見えます…Ｔシャツとかジーパ
ンとか…そうなるとお坊さんであることが分かりません。
　一般の人が見て、「あの方がお坊さんだ」と分かることは大切な
ことだと思います。
　とにかく、自分がお坊さんであるということに自信を持って欲し
いと思います。
　たとえ作務衣に絡子でも良いのです。
　街の人が、お坊さんに聞いてみたいことや悩みを持っているかも
しれません。
　そのようなことを聞く接点にもなるでしょう。このような小さなこ
とでも立派な社会貢献となるのです。

■ 自分が僧侶になろうと思ったきっかけ

　父親はキリスト教の宣教師であり、11歳のとき家族全員が日本に
来ました。
　小学校６年から高校卒業までアメリカンスクールで過ごしました。
　そんな中、この洗練されて治安の良い、文化の調和の取れている、
礼儀正しい国にわざわざキリスト教を布教する必要があるのだろう
か、という疑問が生じました。
　キリスト教の教えの根本に、キリスト教徒以外は地獄に落ちると
いうものがあり、その事も信じられなくなりました。本当の宗教と
は何かという疑問が生じたのです。
　また、私は社会にどのように貢献できるかという疑問を抱いたま
まアメリカの大学に進みました。
　大学卒業の時、ベトナム戦争が酷くなり、社会は混乱し、理想を
持ってよりよい社会を作ろうとしたヒッピーが増え、自分もヒッピー
の活動に参加しましたが、喩え理想の社会が出来たとしても、それ
は本当の解決にならないだろうと思い始めたところで、鈴木俊隆老師
の本と出合い、小浜の発心寺専門僧堂をたずねることとなりました。
　結局、原田老師の元、得度をし、ようやく僧侶になることができ
ました。
　ご縁があったんだな、とつくづく感じます。

■ 最後に、修行されている皆様へ

　皆様も一佛両祖のご縁をいただいて、是非充実した修行に励んで
ください。
　知人のハーバード大学を卒業した日系の財政コンサルタントの方
が、「これから10年、20年、アメリカはますます大変な時期を迎え
るでしょう。高齢化社会、医療、年金・・・・それが政治的な問題
となり混沌とした時代を迎える」と指摘しています。
　一般社会の悩み、迷い、それを一人ひとりの人が乗り越えること
ができるようにその力を蓄える必要があります。
　毎日お唱えしている四弘誓願文のように、どうぞ自分のため、衆
生のために、この道を自分のものにしてほしいと思います。
　それが国外、国内、どちらにしても、社会に貢献できるというと
いうことであります。
　今日は貴重な時間をありがとうございました。
　感謝いたします。
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■ 總持寺　雲水

●  本日、SOTO禅インターナショナル講演を受講いたしました。
講演会の中で現在の海外の曹洞宗の現状を話していただきまし
た。キリスト教ユダヤ教の思想に不満を持っている方が多い様
でそういう方たちが、人種差別や貧富の差、環境問題の解決法
の一つとして坐禅を組んでいるそうです。テレビのニュース等
で海外の坐禅に対する意識が高まってきているのは目にしてい
ましたが、アメリカの刑務所の中でも坐禅を組んでいる事に驚
きました。日本国内よりも現在では海外のほうが仏教に対して良
い印象を持つ人が多いのかなと感じました。世界的に不況な現
在ですが、何か一つ、自分の心の拠り所の様なものを見つけて、
平和に思える世の中になっていけばいいなとあらためて思いまし
た。（山形県　平成22年度安居）
● まずはじめに、曹洞禅がこんなに世界に広まっていることについ
て驚きをもちました。日蓮宗などよりも曹洞宗が人気なわけは個
人でできる「坐禅」があり、それを主にして布教活動なども行
われていると聞いて、自分の修行に取り入れていきたいと思いま
した。講演会での質問にもあったような、家族が別々の宗教を
選んでいる場合、いろいろな問題が発生します。ということは、
一人が坐禅しているときに一人がお祈りをしていることもありま
す。それと関連して海外の禅に関わっている人は布教活動に熱
心であるといえます。正直最初にルメー老師を見た時に悪い固
定観念を持っていましたが、講演を聞いているうちに、この人に
は一生かなわないと思うくらいの気迫を感じました。布教活動に
関しては、刑務所やホスピスへの訪問など、人間更正が必要な
ところで布教活動や、最期の時を過ごす人などへ説教すること
で禅が広まるきっかけになっています。自分の身の回りでも定期
的にホスピスへ通っている僧侶がいますが、現状はかなり大変
らしいです。（新潟県　平成22年度安居）
● 本日私はこの講演を聞いて、曹洞宗が海外でここまでも広まっ
ていることにとても驚きました。海外でも曹洞宗は布教活動を
行っているとは知っていたのですが、ルメー老師がおっしゃって
いたように、現在はハワイ・北米・南米・ヨーロッパを拠点に
活動しており、ただ布教活動をしているわけではなく、囚人200
万人に坐禅や生きる道を説いたり、授戒をしたりしているそうで
す。また、ホームレスへ炊き出しをしたり、ホスピスへ訪問した
りなど、幅広く活躍されていると聞き、とても海外での活動に興
味を持ちました。そして、ルメー老師の宗教観にも考えさせられ
る部分がありました。キリスト教を信じられなくなり、東洋文化
を学びヒンズー教や様々な教えを学び、最終的に、自分の考え
に合っていたのが仏教とあったからです。禅の坐禅は、誰でも
どこでも神様や何かに頼るわけではなく救われるという考えで、
人種差別もしない日本の洗練された文化にルメー老師は興味を
ひかれました。海外の他の宗教を信仰していた人でさえ仏教に
ひかれ、学び布教活動をするまでの結果に、私は仏教に大きな
希望を感じます。これから僧侶になる身として、私はしっかり僧
侶として自信を持ち、日本だけではなく海外にも通用する僧侶に
なろうと思いました。（大阪府　平成22年度安居）
● 本日は当役のため、途中で起立したので最初の方しか聞けませ
んでしたが、アメリカに禅センターがあり、仏教が普及している
ことに驚きました。アメリカにはキリスト教があり、他にも多く
の宗教があります。その中でもっと禅の心が広まり、日本の和が
伝わればいいなと思いました。（神奈川県　平成22年度安居）
● 日本のように仏教が多いところでの布教は、それほど大変なも
のでもないと思いましたが、アメリカのように仏教が主体でない
国での布教は苦労をされているのではないかと思います。これ
からの世の中、混乱していく中で仏教が拠り所となるように今の
うちに修行をして、アメリカ等で布教をしてほしいといわれまし
たが、やはり混乱していく中でも人は拠り所がなければ間違った
方向に行ってしまうと思うので仏教が拠り所になればいいなと思
いました。（長野県　平成22年度安居）
● 今回のルメー老師のお話は、これからの曹洞宗の在り方として
とても重要なファクターとなっていると思います。海外でのお寺
の動きは、日本でのそれとさほど変わらない葬儀や、日々の勤
行、三佛忌、授戒といった働きであり、しかしメンバー（檀家さ
ん）は確実に減ってしまっている。これは日本でも同じことが言
えるのではないか思います。檀家制というものがあるために、実
際のメンバーの減少はないとしても、日本人の仏教離れ、寺と
の関わりの疎遠、というものは、最早誤魔化す事が出来ないも
のであると思います。海外においては、そんな甘えは許されない
ということから生まれたのが禅センターやホスピスといった、在
家の人との接点をこちらから積極的に持っていくということ。こ
れは、仏教の現状しか知らない私にとっては、良い意味でショッ
クでした。とてもとても良いアイディアだと思います。ただ、同
じ事をしたからと言って、日本では良い方向に向かうかはあやし
いと思います。今回聞いてもそうでしたし、海外研修に行った
方もそうでしたが、皆口をそろえて「海外の方はとても真剣に坐
禅している」と。世襲制に近い日本仏教ではこの真似をしたと
ころで結果は見えています。今回聞いたことを糧に、我々一人
一人が考え、問題提起し、結論を見出していけば、一人一人の
修行の道筋、果ては仏教の未来にもつながっていくと思います。
最初にお話しされたとおり、まずは「疑問を持つこと」ですね。
（秋田県　平成21年度安居）
● まず単純に、アメリカに曹洞宗が存在していることに驚かされ
た。近代では、あり得る話だが、頭では分かっていても、どうし
てもあのアメリカで禅宗が広まっていることは素直に信じられる
ものではなかった。ルメー老師は、キリスト教では精神的安心感
が得られず、そこに神ではなく、自分と向き合い自分を捨てる、
仏道に走るものがいるとおっしゃっていたが、そこには自分自身
共感できる部分があり、アメリカに変に偏見を持っていることに
気づいた。助けを他に求めるのではなく、自分を変えること、見
直すことにより世界を変えていくことは、自分にとってとても現
実的であり、自分を高める手段となると考えられるからだ。しか
し、だからこそ、坐禅の境地はわかりにくく、自分という思い通
りにいかない壁にぶつかることも多々である。しかし、だからこ
そ修行するのであり修行しがいがある。自分にとって異彩を放
つのルメー老師の存在が仏道の在り方を再び考えさせられる機
会となった。（愛知県　平成22年度安居）
● ルメー老師の講演を聴き、他国の曹洞宗の展開を知ることがで
きて大変勉強になりました。私の父は布教師をしており、先日は
ブラジルに布教に行っておりました。その際に父は思っていたよ
りも曹洞宗が広まっていて驚いておりました。ルメー老師が言っ
ていたように、曹洞宗は坐禅が魅力なので、これからの修行生
活ではもう一度坐禅を見つめなおすようにしていきたいです。
（北海道　平成22年度安居）
● 個人的に興味があった話はアメリカで坐禅が広がっているとい
う話で、やはり気になるのはなぜ曹洞宗の教えが広がっている
のか？ということである。その答えとしてキリスト教に対する不
満があるらしいが個人的に思うのはキリスト教が理論的矛盾点
を解消せずに今まで来てしまったのが今に到り問題として出て
きているのではないかと思うのである。かつて、イエスキリスト
が亡くなってしばらくしてキリスト教に対する理論的矛盾点を解
消しようとする学派が存在したのであるが、当時のカトリック教
会が聖書の内容との矛盾点を理論的に暴かれるのを嫌がりその
ような学派を異端として禁止したのでキリスト教は理論的に矛盾
点を解消せずに今まで来てしまったのであろう。仏教はその点、
様々な学派が存在し、多方面の角度から理論的に2000年以上
も考えられ続けているわけであるから、キリスト教に対する不
満が仏教に向くのも解かる気がする。最後に質問があればアン
ケートに書いてよいとのことであるので一つ質問させていただき
たいのですが、仏教とキリスト教を比べて良いところも悪いとこ
ろも見えてくるのではないかと思いますが、参考に教えていただ
ければ幸いです。（大分県　平成22年度安居）
● 海外での布教活動についてのお話を興味深く聞きました。中で
も海外では禅を中心とした活動をしているということが大変面白
く感じました。禅の精神性というものがアメリカ等でも通用する
と思ったからであります。日本で私たちが行っている坐禅とアメ
リカで行われている坐禅に違いがあると思えませんし、同じもの
であるならば相互理解できるはずです。そういう意味で海外で
の禅布教の広まりは喜ばしいことだと思います。また、健康で
いて高い志をもつようにとのお話もあり、自分のこれからの目標
について考えさせられました。まず、自分は今のことで大変です
が、自己を見つめなおそうと思いました。そのための修行であ

り、坐禅であると考えたからであります。これらのことが考えら
れ自分にとって大変勉強になった講演会でした。（静岡県　平成
22年度安居）
● 今日の講演会を聞いて、曹洞宗の西洋への浸透の高さを感じま
した。仏教というものは、哲学的な部分が大きく、現代社会に
もなじみやすいという典型なのだと思います。アメリカの社会は
個人主義的な側面が大きく、それが曹洞宗の「坐禅」中心の考
え方にあってきているのだと思います。ルメー老師のように国際
的に活躍されている人達を見習って、僕たちも何かしら活動し
ていければなと思いました。（新潟県　平成22年度安居）
● 今日の講演会は日本における曹洞宗しか知らない自分にとって、
大変興味深い内容でした。外国の方々がそんなに禅に興味を
持っていることも知りませんでした。また、家族内での宗教の違
いの問題や、違う宗教だった場合の宗教の広がり方などももっ
と詳しく話を聞きたかったです。またお話や講演を聞ける機会が
あればぜひ参加したいと思います。（新潟県　平成22年度安居）
● 外国人僧が自らの修行に対する考え方を講演して聞かせてくれ
るという機会はあまりないと思い、参考になった。15年もの安
居修行をした後、さらに数年役寮を務めて現在の地に立ったと
いう人生は、外国人の熱心な人は本当に一生懸命に修行に励む
のだなと感心した。また、今後の曹洞宗の在り方というものを、
自分なりのビジョンを持って誘ってくれたことに好感を持てた。
（新潟県　平成22年度安居）
● 自分は今回の講演会で海外での仏教の状況を知ることができて
とてもよかったです。特にアメリカなどのキリスト教圏での仏教
の立場を知ることができとても為になった。キリスト教の信者の
中には、科学の近代化が進んだことによって、キリスト教を信じ
られなくなったり、キリスト教に不満を持つ人が出てきたことを
知った。そのような中、仏教はイメージとして「平和の宗教」と
思われていることを知った。また、仏教の自分で修行をおこな
い、自分で自分を救うという個人主義的なところが魅力になって
いることを知ることができた。アメリカでの仏教はまだ若く社会
への影響を考えるのはまだ早いが、仏教の本やファミリーキャン
プが開かれるなどの布教活動が活発に行われていることを知り、
今後どのようになっていくか楽しみである。（宮城県　平成22
年度安居）
● 海外での布教について全く知らなかったので、今回の講演で
知ることができたのでよかった。特に禅センターが300から
400ヶ所あって、日本の修行道場と変わらない生活をしている
ことに驚いた。曹洞宗という宗教全体を考えたとき、国際的に
考えて宗教者として何ができるのかということを考えさせれた。
神に祈る、外側に救いを求めるキリスト教に対して自己の内側を
掘り下げていく禅というものを広めていく活動は素晴らしいと思
うし、自分の力で問題を解決しようという姿勢は今後の国際社
会で求められるものだと思った。（愛知県　平成22年度安居）
● 今回SOTO禅インターナショナル講演会という海外の禅につい
て、色々と話を聞かせていただきました。この話で、海外アメリ
カなどで仏教の現状、魅力の話を聞くことができました。印象
的なのは、海外での日系人の寺が小さくなり、檀家さんが減っ
てきている事と、近代化が進み神を信じなくなったキリスト教信
者が増えてきていることである。他にも仏教の魅力で「自分で
自分を救う」「小さな自分を捨て大きな自分を見つける」など修
行に最も適した言葉も出てきて、どの修行も自分のためにあるこ
とを改めて感じました。チャレンジとして国際社会での人材を育
成する事や、坐禅を中心とした布教として広めたいなどこれか
らの活動に期待したいと思います。（茨城県　平成22年度安居）
● 1960年、70年代、ベトナム戦争がおこり、正しい戦争なのか
という疑問を持った若い人たちの徴兵逃れが横行し、それと並
行して黒人差別等の人権問題、貧富の差、また環境問題など
様々な問題が浮き彫りになり社会が不安定になってきました。
それに伴い、反社会的な人々が現れ、キリスト教やユダヤ教に
不満が出てきました。ルメー老師も同じ考えを持っており、そ
れらの人々はキリスト教の教えを捨てて、東洋文化へ流れてい
きました。その中に仏教も含まれていたわけでありますが、その
理由といたしまして、仏教は平和の宗教であり坐禅によって悟
りを得ようとするところに魅力を感じられたそうであります。こ
れはいわゆるヒッピー文化であり、ルメー老師も2年ほど所属し
ていらっしゃったそうです。私がすごいと思ったのは、ルメー老
師はそれらしい意味がないことに気づき、安心を求め日本に来
られたというところであります。正しい教え、自分の信を通すた
めに外国に出、改宗までしたルメー老師の心の強さ信念は本当
に素晴らしいと思いました。私もこれからの僧侶として人生を歩
むにあたり見習う点が多々あったと思います。（滋賀県　平成22
年度安居）

● 今回はこの講演でとても貴重なお話を聞かせていただきありが
とうございました。「海外の禅、その現状とチャレンジ」という
演題だったのですが、ルメー老師は自分をちゃんと持ち自分に
自信を持つことはとても大切だと何度もおっしゃっておられまし
た。志を持つことは大事であり、海外禅というテーマもあり、本
山から下りた後、師寮寺に戻るのもいいが、海外に禅を広める、
その為にも、外国語・英語を学びそれによって自分に自信を持
つことができ、楽な道もいいが、あえて苦労する道、あえてそち
らに挑戦してみる、そういった気持ちは大事であり、これからの
日本のお寺をやっていく上で必要なものであると思います。お山
での修行を終えもしも師寮寺に戻った際には、自分は一人の坊
さん、その為にも今を一生懸命やっていく、それがまず大事な
のだと改めて思いました。（岩手県　平成22年度安居）
● 今回、このような貴重な講演を聞くことができ色々と日本と北ア
メリカでの曹洞宗の在り方の違いがあり考えさせられました。日
本では僧侶が病院へ行き相談に乗ったり、またホームレスの手
助けをしたりすることは、なかなか困難な場合があったり、お寺
だけで手一杯だったりと実際はほとんどできていません。しか
し、北アメリカではそのようなことが当たり前にできている事実
を知り、日本でできていないことが残念であります。自分が思
うには、今はお寺は昔より遠い存在になってしまっていると思い
ます。昔は公民館的な役割を果たしたり、僧侶ももっと身近で
あったはずです。これからは、自分なりにできる何かを探してい
きたいと思います。（山形県　平成22年度安居）
● 今回ルメー老師の話を聞き、海外の禅のことがわかった。最近
はキリスト教の人気が落ち、禅の人気が出てきているというこ
とは驚きだった。祈ることで救いを待つことしかできないキリス
ト教に対して、自ら坐ることで悟りを追い求めることができる禅
は、欧米の人々の気質に合っていると思う。欧米で禅の人気が
出ることは必然であるような気がする。ルメー老師が国際社会
で通用する僧侶になれとおっしゃっていたが、禅が世界のスタン
ダードになってくるかもしれないので、そういったことは非常に
重要だと思う。また、実際に海外に行ってみて海外での禅を肌
で感じてみたいと思う。（静岡県　平成22年度安居）
● 今日はSOTO禅インターナショナルの講演会を通して、ルメー
老師の貴重なお話を聞くことができました。ルメー老師のお話か
ら、北アメリカでの禅センターという小さな集まりから少しづつ
禅の教えが広がっている様子、刑務所やホスピスでの活動の様
子など、貴重なお話を聞くことができました。お話の中でなぜこ
の禅の教えがアメリカに広がりつつあるのかというお話がありま
したが、私は仏教の教えが広まりつつあるのは仏教が平和の教
えであるからではないかと感じました。さまざまな宗教が世界に
はありますが、宗教の違いからの争い、命の奪い合いの戦争を
聖戦と名付けて正当化する。口では平和を謳いながら戦争をす
るそんな矛盾な教えに限界がきているからではないかと思いまし
た。神を信じ神を祈るそんな他力本願ではなく、全ての自己の
中に答えを求める仏教、そして禅の教えが今、受け入れられつ
つあるのではないかと感じました。これから少しづつでも仏教の
教えが多くの人に受け入れられたらと感じました。（山梨県　平
成21年度安居）
● ルメー老師の若い頃の話にすごく関心を持ちました。お坊さんに
なるつもりはないのに坐禅を続けて安心を求めたこと、何年もか
けて坐禅をされたこと。普通はできないことだと思いました。父
親が牧師さんだったそうなので、父親の背中を見て過ごしてい
れば牧師の勉強をしたりするだろうなと思ったのですが、仏教の
道を選ばれ、坐禅に打ち込まれたということで関心、尊敬いた
しました。自分も坐禅をする時には、今日のルメー老師のお話を
思い出して打ち込みたいと思いました。（愛媛県　平成22年度
安居）
● 科学の発展や国際社会の進展によって、論理的思考、価値観の
多元化が特徴となっている今日、宗教の新しい在り方が求めら
れております。一部の新興宗教のように、殊更に神秘性を強調
するのではなく、また一神教の宗教のように他宗を排他するの
でもなく、そして宗教の特権性が奪われつつある今日、より広く
社会一般に貢献できる宗教が必要でしょう。ここに仏教の、特
に禅が現在世界中で注目されている理由の一つがあると思いま

す。禅はキリスト教やイスラム教などのように絶対的な教義が
あるわけではなく、むしろ実践を重んじる思想であり、また仏教
は他者（様々な価値観）を容認する姿勢（平等の理念に通じる）
を取っているからです。仏教の教える「平等」とは、キリスト教
的な「個々人間の平等ではなく」個々の独立した存在を認めな
い「自他一如」です。一般社会でも個人主義の弊害が表面化し
始めた今日に広く社会に貢献できる宗教があるとすれば、それ
はこうした平等理念を持つ仏教ではないでしょうか。（福岡県　
平成22年度安居）
● 今回の講演を聞いて、自分が感じたことは、日本の仏教と海外
の仏教とは形態が違うということでした。日本の仏教は仏の教
えによる救済のほか、地域性の存続も日本の寺院、ないしは仏
教の役割ではないかとは思っているのですが、海外の仏教はそ
のような点よりも仏教の教え、考えについて重要視をしていると
いう点で興味を持ちました。特に曹洞宗の禅について注目され
ているのも、キリスト教に対するカウンターカルチャー的な側面
があるとは思いますが、「自分自身で自分を救う」という点に注
目し、それを結び付けている点で日本の禅のとらえ方、海外の
禅のとらえ方について考えさせられました。また、日本の文化保
存に強く力を入れている点についても興味を持ちました。（三重
県　平成22年度安居）
● 私の弟は留学をしたり、大学は英語学科を卒業し将来は海外布
教をしたいということで、私自身も国際布教師に興味を持ってい
ました。したがって、今回ルメー老師のお話が聞けてよかったで
す。ルメー老師のお話で、まだまだキリスト教の影響はアメリカ
において強く、まだまだアメリカでは布教されていないというも
のがありましたが、どうすればもっと曹洞宗が布教されるかもっ
と聞きたかったです。（福島県　平成22年度安居）
● 今回の講演会で、自分が思っていたよりもアメリカで仏教、特
に曹洞宗が注目されていたことにとても驚かされました。またア
メリカの僧侶の方が、日本の僧侶より福祉の面で力を入れてい
るという話もとても興味深いものでした。正直なところ私は、外
国における仏教というものにあまり興味がありませんでしたがル
メー老師のお話を聞き、とても興味が出ました。機会があるの
ならば、私もぜひアメリカの禅センターへ訪問してみたいです。
（東京都　平成22年度安居）
● 講演会に参加して感じたことは、自分の知識と意識の少なさで
す。世界に向けた活動や世界が中心になっている活動が多く行
われている中で、自分はそういった今後の見通しを強く持たない
まま過ごしているのかと感じました。一つ一つの意識の持ちよう
でこの修行生活が何倍にも有意義なものになると思うので、こ
の経験から、前向きに変えていかなければいけないと思いまし
た。（愛知県　平成22年度安居）
● 話を何か一つに絞って、それについて論じてほしかった。演題
の「海外の禅」にすごく興味がわいたので、機会があったら自
分も海外の宗教を見てみたいと思いました。（神奈川県　平成
22年度安居）
● 本日の講演会を聞いて、世界にも広がりつつある曹洞宗の伸び
を感じました。しかし、それと同時に北米での曹洞宗の歴史の
浅さを知りました。今まで私は、自分の国の中での曹洞宗につい
ての講演は聞いたことがあったのですが、他の国の方から講演
を聞く機会は初めてだったのでとても新鮮な体験を致しました。
まだまだ修行を開始したばかりの私でありますが、これからの時
代についての不安も残っています。ルメー老師はこれからの時
代に曹洞禅は必要だと断言しました。父親はクリスチャンである
のに、自分は別な宗派に改宗した上でキリスト教は必要なく、曹
洞禅が必要であるとおっしゃいました。私がそれを実感するには
あとどれくらい時間がかかるのでしょうか。少しずつではありま
すが、毎日毎日頑張っていきたいと思いました。そして機会があ
れば、海外の曹洞宗関係の方からまたお話を聞いてみたいと思
いました。（福島県　平成22年度安居）
● 日本の曹洞宗しかしらなかったので、海外の曹洞宗のお話をき
けてよかったです。できれば外国ではどうした修行生活を送っ
ているのか、食事や作法はどうなっているのかなど、具体的な
話も聞いてみたかったです。またこういう機会があるといいで
す。（神奈川県　平成21年度安居）
● ルメー老師の縁を大事にし、良いきっかけをつかむということ
は、私も思います。そしてお坊さんとしての自覚を持ち、健康面
を気をつけていきたいと思います。縁がきっかけで日本に来て得
度し、現在では国際布教師として海外の禅を日本に伝えるとい
う大事な役目を行っています。今回の講演会の話を聞いて、海
外の禅に興味を持ち、実際にアメリカなどに行って禅を体験し
たいという今回の演題にもチャレンジしたいと思いました。（宮
城県　平成21年度安居）
● まず第1に思ったのは、自分自身、仏教がこれほどまでに世界に
通じていたということがはじめてわかりました。ハワイ・北米・
南米・ヨーロッパと国際的に総監部がおかれているだけでなく、
禅センターというものも200から400もあり、広がっていること
に自分自身は驚きました。意外だったのは日系以外の人々が曹
洞宗に興味を示しているということです。その理由にユダヤ教
やキリスト教への不満もありますが、坐禅を理由とするものが多
いことに驚かされました。確かに坐甫一つあれば一人でどこで
もできるというのは、禅の宗教だけだと思うし共感できました。
そして、この講演を通して、1番自分が印象に残ったのは自分自
身に自信を持ってお坊さんになるようにとの一言であります。自
分はルメー老師のおっしゃったように健康で一般の方の見本と
なって、自分に自信を持って行動できるお坊さんになりたいで
す。（茨城県　平成22年度安居）
● 外国では曹洞禅に興味を持つ人が増加している。それは曹洞禅
の根源である「坐禅」に魅力を感じているようだ。その理由と
して一人でできるという事が人気の理由の一つ、そして何も考
えずに只ひたすら坐るということが外国の方からすれば簡単に
できる。また、日本人の考える「悟り」と外国人の考える「悟
り」には大きな違いがあり、日本の悟りのイメージは究極的な境
地といった感覚に対して、外国の悟りのイメージは「心のよりど
ころ」といったような感覚で、例えば、とても緊張したときに心
の中で「悟り」と自分に言い聞かせると自然に緊張がほぐれると
いったように、日本の「禅」が外国人にとって見ると、心の支え
になっているということを大学時代に学んだことを思い出しまし
た。日本人と外国人の「禅」の考え方の違いが良くわかる講演
でした。（北海道　平成22年度安居）
● 私は、今日の講演を聞いて仏教の世界の広まりを改めて認識い
たしました。私は外国の知り合いが多いせいか、世界の「禅」
の広まりをそれなりに前から知っていました。フランスなどは
今、禅が流行っているため、多くの人が「ZEN」と言って、何
の事だか分かっているみたいです。ヨーロッパも米国も南米に
も、禅は世界に広く知られているようだと思いました。（栃木県
　平成22年度安居）
● 日本と外国とでは、働きがほぼ同じだと聞き初めて知りました。
また、日本の文化を大切にし、茶道・華道・書道等を学んでい
ることを知りうれしく思っております。アメリカでは200から
300の禅センターがあると言っていましたが、多いのか少ないの
は分りませんが、禅というものが国外で教えられていることを知
り、一度みにいってみたいであります。最後の方にチャレンジす
るということについて述べておられましたが、宗教者としてどう
いう働きをするか、どうして生まれ、生きていくのかを考えされ
られました。自分がなぜ僧侶になるのかもう一度考えなければな
らない。また、健康が大切だと言っておられましたが、私は今ヘ
ルニアであります。身体は健康とは言えませんが、心と気持ち
は健康であります。今日の話を聞き、勉強になりました。私は外
国には興味はないのでいかないかと思いますが、もし行くことが
あれば禅センターに行ってみたいです。（兵庫県　平成22年度
安居）
● 日本では、仏教と言えば法要を行い、御施主さんやその祖先の
方々を供養すると一般的に考えられているが、アメリカでは檀家
制度がないため日本のような考え方で仏教を思い浮かべる人は
ほとんどいなく、一方禅を思い浮かべる人が、ほとんどだと聞い
て驚いた。たとえば刑務所やホスピスで坐禅を一緒に行ったり
することを聞き、日本でもこのようなことはできるのではないか
と思いました。また、日本では宗教離れや仏教離れが広がって
いるが、お坊さんが世の中で「どのようなことができるのか」や
「どうすれば存在する意義があるか」、など日々考えて生活して
いくことが大切だとおもいました。（愛知県　平成22年度安居）
● 曹洞宗の禅の活動として、禅センターといったその内容の幅も
濃さもいろいろの活動が広まっていることは私にとってとても新
鮮に感じられた。私自身も以前に坐禅会に連れて行かれた経験
はあるが、大人の自発的な興味や考え方でそこまで多くの人が
集まるということは全く予想していなかった。在家の人にとっ
て、禅、曹洞宗というものがどういうものなのか今まで全くと
言っていいほどわからなかったが、今回の講演を聞き少し見えた

ことがあるような気がする。今まで、安居修行をさせていただい
ている間、自分のことばかり考えていたがいざ例えば送行し自坊
に帰った時に僧侶としてなにができるのか考えたとき、自分が今
までどれだけ狭い範囲で曹洞宗の活動を考えていたかというこ
とに気付かされた。できることならば自分も国際活動に、またほ
かのいろいろな活動にも参加してみたいと思った。（山形県　平
成22年度安居）
● アメリカで曹洞宗も仏教が活動していることを初めて知りまし
た。また、その活動が日本の場合と同様である点が驚きでした。
（どのようなことをするのかは人数によって変化する）さらにア
メリカでは約300人の僧侶が登録されている点も驚きでした。１
つ気になったのは、食事もやはり、肉や魚などの不如を摂取し
ないベジタリアンな生活になるのでしょうか。家庭内での宗教の
違いについては、日本ではそこまで聞いたことがなかったため、
外国ならではだと感じました。しかし、国際結婚が普通になって
きた日本でも問題となるのではと感じました。（宮城県　平成22
年度安居）
● 日本では、だんだんと若者の仏教信仰が薄くなってきているよう
に思います。これは仏教だけにとどまらず、宗教に対する信仰
が弱くなってきているような気さえします。今日の話を聞いて、
アメリカではキリスト教を信じられない人々が増加しているとい
うことがわかり日本だけではないかと気づきました。しかし、日
本とは違い、アメリカでは仏教の信仰が増えているようなことを
おっしゃっており、うれしく思いました。家族間でそういった信
仰が広まっていくといったような意見があったので、同じ仏教曹
洞宗を学ぶものとして、良いことだと感じました。もはや曹洞宗
は日本だけにとどまらず、世界で信仰されつつあるグローバル
な宗教であるのかもしれません。そのような宗教の道を歩いて
行くものとして、恥じないような行動をしていくことが大事だと
感じました。（福島県　平成22年度安居）
● 海外にも曹洞禅の教えを説いているところがあることを知らな
かった。それも結構人気があるみたいで驚いた。仏教は平和の
宗教であるし、人種差別、貧富の差、環境問題、ベトナム戦争
などの背景があるので、仏教を信じる人が多く出てきていること
にも納得することができた。仏教の中でも曹洞禅の人気がある
のは、誰でもどこでも坐禅をすれば修行ができる。個人で修行
できるところである。今回の講演を聞いて海外での曹洞禅に興
味がわいてきた。さらに改めて曹洞禅の良さを知ることができ
た。（愛知県　平成22年度安居）
● 今から100年以上前のシカゴで行われた万国宗教会議では曹洞
禅はおろか、禅宗の存在も広まっていなかったにもかかわらず、
今日においては広く禅が広まっているということに驚きました。
中でも禅センターが社会福祉に貢献しているという事実は非常
に興味深い内容でした。日本の寺院では行事を第1に重んじて
いる一方で、こうした福祉活動においては、北米のそれとは並
びえないといった印象を受けました。また、禅の布教について
も、14,000カ寺あるといわれる宗門の寺院を相対的に見れば、
必ずしも活発であるとは言い難いと感じています。海外の布教
活動と我が国のそれを対比したときに、単なる双方の違いだけ
でなく、日本の寺院に足りない部分、あるいは海外の寺院に足
りていない部分が見えてくることに気付かされました。海外にお
ける禅は一つのコミュニティーとして成り立っているように感じ
られました。在家信者が集まり修行を行う禅センターのような
「箱」の存在は必ずしも先に存在するわけではないという点にひ
かれました。（山形県　平成22年度安居）
● 考えて行動して問題意識を持つこと、日ごろ当たり前のように思
えるが、一つ一つの行動をそのような過程で意識していくことの
大きさをしった人間の心、精神を中心に考えた時、日本よりも北
米の方が曹洞宗が浸透している気がする。檀家数が減ってきて
いるものの、坐禅会、ホスピスといった社会一般の人たちに向
けた働きかけが多い気がする。一方、日本は伝統を重んじてお
り、形式的には仏教行事をたくさん行っているが、実際「心」と
はどこにあるのだろうか。自己を習う自分を磨いていくことは大
切と考えていく。（静岡県　平成22年度安居）
● 私は海外布教について前から興味を持っていました。私の師匠
（父）がハワイで数年間、開教師をしていて、私も父と同じ道を
すすんでみたいなと昔から思っていたからであります。講師の話
では海外の寺の檀家は減っているが、禅センターなど禅に関す
るところは人気であるみたいと聞き、禅センターにも興味を持ち
ました。数年前に、海外で仏教信者が増え、キリスト教が減っ
てきている。日本では仏教よりキリスト教に興味を持つ人が増
えてきていると聞き、海外で布教するのもやりがいがありそうと
思っていました。今回の講師も海外で仏教信者が増えると言っ
たので、これから海外布教の勉強をして、できれば父と同じ道
を進みたいと改めて思うことができた。（群馬県　平成22年度
安居）
● ルメー老師の話を聞いて、まず日本の禅に関する意志とアメリカ
の禅に対する意思の違いに驚いた。そして、曹洞禅が世界中に
広がっていることにも驚いた。瑞世や参拝団などでも外国人の
方々を見る。福祉活動や坐禅をしたりと日本とは違う。ホスピス
で余命が少ない人たち等と関わってみたりと、そういうところが
大切であり、日本の禅にないものだと思った。そして、坊さんで
あることというのは、見本となり長生きする人だと思う。今の修
行と置き換えて考えてみても、ただ法要に出るのではなく周りの
人からの目を常に気にしてやった方がいいと思った。仏教は平和
な宗教であるイメージが強い、どのような立場でやっていかなく
てはいけないか考えていきたい。（長野県　平成22年度安居）
● 日本では、仏教というものが生活に根強く結びついており、その
仏教というものが何となく理解しやすいものであると思うが、海
外のそれもキリスト教の方が生活に直結している国の人に布教
をするというのは、どれほど難しいことか、ということを考えさ
せられました。日本ではある程度みんなが理解しているので、な
んとなく「お坊さん」という「役」をこなしてもみんなに理解し
てもらえると思うのですが、海外では「なんとなく」が通じな
い、ちゃんとしていないと周りの人に理解してもらえないので格
好だけでなく心から「僧」とならなくては人に物事は理解しても
らえないので、布教の難しさというものを今回で思い知らされま
した。ルメー老師はもともとクリスチャンであったそうですが、
個人の意思を尊重した結果今のような形になったそうです。こ
れからもこのような人々が増え、禅のコミュニティーがふえ、わ
たくしやルメー老師に共感する人が増えてくれればいいなと思い
ました。（岡山県　平成22年度安居）
● 私は今回の講演を聞く前と聞いたあとでは、海外の禅のイメー
ジががらりと変わりました。自分がイメージしていた海外の禅の
イメージは禅というのは名前だけであって、中身はその国々の考
え方に偏ってしまっていると考えていました。しかし今回の講演
会で、曹洞宗北アメリカ国際布教総監というすごい講師の話を
聞いて海外での禅も日本と同じように、素晴らしいものだと感じ
ました。また、曹洞宗国際センターというものの存在も知りまし
た。そして、印象的だった言葉は「尊敬する人のことを聞いたり
考えたりを繰り返しおこない自分のものにしてほしい」「自信を
持つことが大切」「逆境を乗り越える」というような言葉は、今
の自分にとってとても自分の心に届きました。やはり、失敗を怖
がって、何もしないのではなく、たくさんのことにチャレンジし、
失敗したら失敗したでそこから何かを得ればよいのだと思いまし
た。海外で禅を勉強する人が増えてきているそうなので、自分
もその人たちに負けない様にがんばって勉強していきたいです。
（埼玉県　平成22年度安居）
● 私は坐禅が外国にまで伝えられ、実践されているとは今日の講
演会がなかったら知っていなかったと思います。また、アメリカ
では、刑務所において坐禅をしていることには驚きました。そう
いった坐禅という仏教の教えを海外でも流通しているのは、嬉
しいことです。自分でも機会があれば外国に行き、外国の人た
ちと一緒に坐禅をしてみたいものです。（神奈川県　平成22年
度安居）
● 自分は海外に関われる仕事をしてみたいと以前考えていたため、
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曹洞宗がこのように積極的に海外進出していること、アメリカで
坐禅が近年人気であることを知り、大変嬉しく思いました。自分
がSZIの求める人材に当てはまるとは思えませんが、曹洞宗が
このような活動をしていることを今後の修行で意識していき、将
来的に海外に関われる僧侶になりたいです。（新潟県　平成22
年度安居）
● 海外において、曹洞禅に対する期待が大きいこと、そしてその
理由が坐禅にあることを伺い深い感銘を受けました。しかし、坐
禅という自己探求の手段を持ちながら日本の曹洞宗寺院が必ず
しもその期待に応じられていないみたいで些か恐縮いたしており
ます。将来は海外の信者の方々の期待にも応じられるよう精進
してまいりたいと思います。（宮城県　平成22年安居）
● 今回講演会を通して私が感じたことは、曹洞宗の僧侶として
もっと自信を持つこと、チャレンジ精神を常に持たなければなら
ないといったことです。近年海外では、禅センターというもの
が設立されており、在家中心で坐禅・摂心・授戒その他さまざ
まな取り組みがされていることを知りました。我々、僧侶以上に
海外の方々が禅修行に力を入れ、日本の文化を大切にしている
ことにとても驚かされました。今後私も曹洞宗の禅修行の最前
線の場である、ここ大本山總持寺で修行させて戴けているわけ
でございますので、宗門に恥じぬ取り組みとルメー老師がおっ
しゃっていたチャレンジ精神を念頭に今以上の努力と探究が必
要だと思います。（青森県　平成20年度安居）
● 今回のSOTO禅インターナショナルの講演を聞いてみて、海
外では仏教についてどのような考え方がもたれているのかがわ
かった。それに伴って、海外特有の諸問題たとえば、夫婦間の
宗教の違いなど、日本ではあまり見られない問題が海外では起
こっているのは興味深いと思った。海外では、専門僧堂等のほ
かに、禅センター等が世界各地にあり、非常に布教活動に前向
きな考えを示しているところも気になりました。機会があれば今
後海外などに行ってみて、実際に現地の「禅」に触れてみたい。
（青森県　平成20年度安居）
● アメリカでキリスト教への反発を抱えながら、禅に興味をお持ち
になった方の生の声を聞くことができ、とても有意義でした。と
くに個人主義への反発や、自分で自分を救うというイメージをア
メリカで禅が人気となる理由の一つということには、なるほどと
納得しました。今後曹洞禅がどれほど広まるかはわかりません
が、数年前のアメリカのハリケーンのような大災害の度に起きる
略奪・暴動などの社会不安等の抑制に仏教が貢献できる理想的
だと感じました。（広島県　平成22年度安居）
● 色々な話を聞くことができてよかった。難しい話だとよく理解
できなくなってしまったのでちゃんと勉強しなければいけないと
思った。自分もルメー老師のように、国際社会で通用できるよう
な僧侶になりたいと思った。（山形県　平成22年度安居）
● 老師のお話にあった「アメリカの古くからある寺院では檀家数が
減少しているが、禅センターではメンバーが増えている」という
ものは、日本においても似ているのではないかと思った。日本で
は従来のタイプの寺院は、都市部・交通の便の良い場所・大規
模寺院では増加傾向にあるものの、その他の寺院では減少して
いる。一方で寺子屋のように、カルチャーセンターとしての取り
組みをしている寺院や、参禅会、福祉活動、その他様々な活動
をしているところでは、檀信徒という括り以外での参加者が増
えていると思う。今後は日本でも、家の宗教から個人の宗教に
ゆっくり移行していくと思う。それには、海外の方法論が参考
になると感じた。今までは、こういった活動やその報告にまった
く興味がなかったが、今回はそれを変える良い機会だった。自
坊が忙しいところなので実際に海外で活動することは難しいが、
短期で行ってみたいと思った。（東京都　平成22年度安居）
● 今回講演していただいたルメー老師、日本語が上手でとても背
が高く、あれだけ大きなお袈裟も見たことがなく、驚きばかりの
第一印象でした。プロフィールにもありましたが、約15年間も
の専門僧堂において安居歴があり、お話の中にもあったように、
アメリカで禅はまだ50年足らずの若い宗派で、先行き将来まで
見通すことが難しいとおっしゃっていたにも関わらず、「国際社
会に貢献できる人材を育成していかなければならない」「僧侶が
一般社会の人々の見本にならなくてはいけない」というような考
え方をお持ちで、今後海外において曹洞禅がさらに成長できる
ようにと志が高くとても感心致しました。ルメー老師のような海
外出身の方が禅の僧侶を務めてらっしゃるということと、世界
的に信者の多いキリスト教やイスラム教より、アメリカでは禅の
教えが広まっていることを知り、とても驚き嬉しく思います。現
在、この大本山總持寺で安居させていただいておりますが、布
教活動に力を注いでいるこの場所で私も安居中に将来自分のた
め周りの為になる「何か」をしっかりと身につけられるよう頑
張っていきたいと思います。（鳥取県　平成21年度安居）
● 今回の講演で自分は初めて外国人の僧侶を見ました。自分は外
国人の僧侶は日本人と考え方などが異なっていると思っていまし
たが、進退・外見・中身を含めて何も変わりませんでした。外
国の禅、時に曹洞宗の布教についてのお話でしたが、外国の寺
院も日本と同じシステムをとっていて、日本の文化を大事にし、
日本文化を広める役割もしているとのことでした。現在では、寺
院としての檀家と寺の関係を保っている件数は減っていて、「禅
センター」と呼ばれる気軽な禅が好まれているとのことでした。
禅センターは、坐禅を中心とした仏教をおこなう場所で、独参・
授戒等を行っていて、禅を本格的に学ぶこともできるようでし
た。檀家数が減少している反面、禅センターの数は増加してい
て、北アメリカだけで現在数百の禅センターがあるそうです。
なぜ、曹洞宗が好まれてきているかというと、ベトナム戦争後、
平和や平等の意識が高まり、坐禅をすることで自らを高めること
ができる禅が好まれ、また平和の宗教であることも好まれてい
る理由の一つです。今回ルメー老師のお話を聞いて、以前より
も外国における禅の在り方、広まりについて興味を持つことがで
きました。外国の寺院のお話やどのように仏教が実践されてい
るのか、もっと多くの人から話を聞きたいと思うようになりまし
た。今後、海外に行った際、その国の禅寺院を訪ねてお話を聞
いてみたいと思いました。（新潟県　平成22年度安居）
● アメリカで禅が盛んになっていたり、禅を広める布教活動が行
われていることにとても驚きました。アメリカで禅が盛んになっ
てきている理由の一つとしては禅の特徴である自己に対する精
神性がアメリカの人々に受け入れられつつあるのである。今、修
行中である自分自身、このことに対して共感する部分があると思
いました。自己を極めるといったら大げさかもしれませんが、禅
の修行はいつでも自己との対決であると自分は思っております。
キリスト教では信じれば救われるといいますが、禅宗は自分自身
で答えを見出していかなければいけないのです。そういった面が
アメリカの人々に受け入れられているのだと思いました。ただ、
二つの宗教が広まることで生じてしまう問題があることにも驚き
ました。今回の講演会に来ていた一般の方にも居たように、家
族の中でキリスト教を信仰するものと禅宗を信仰するものとで問
題になるケースもあるそうです。信仰するのは本人の自由であり
ますが、宗教を信仰する上でそのような問題が起きていること
に残念に思いました。（愛知県　平成22年度安居）
● 今回の講演を聞いて、仏教または禅の思想が外国の方々に広く
浸透し始めてきているというように感じました。また、外国の方
で仏教などに興味を抱いている方々がとてもそれらに対する考
え方が熱心で、知識が豊富でとても真剣に向き合っているとい
うような印象を受けました。もしそのような方々に今私が仏教や
禅について問われたとき、正直言って自分の言葉でキチンと何
かを説明できるという自信はありません。今回の講演を通して、
私たちも僧侶はもっと仏教について学び、正しい知識を持って
いかなければならないと感じました。お寺に生まれたからではな
く、自分の意志でこの道を選んできたという自負を持って、今以
上に真剣に仏教と禅の教えの良さを伝えていきたいと思いまし
た。（秋田県　平成21年度安居）
● 海外にある「日系寺院」「禅センター」、日本と比べて、この禅
センターの役割というのがより布教という点においてストレート
であると感じました。本山や地方僧堂でしかできないような事
が行われているという点においてである。「日系寺院」における
先祖供養などは、中国・日本における考え方に根付いてる部分
があるからという点をみると、もしかしたら「より仏教的」とも
言えるかもしれない。だが、曹洞宗というのは、日本、先祖供
養等も必要とする世の中で生まれたものであると考える。でき
るなら、入口が「禅センター」であったとしても、先祖供養な
どの考え方も日本の仏教としてその人にとって、必要か不必要
かは別として伝えていくべきではないかと思った。たとえ相手が
それを欲していなかったとしても。自己完結の禅になってしまわ
ない様にしていただきたい気がいたしました。（静岡県　平成21
年度安居）
● お話の中で、現在アメリカにおいて、禅がそれも曹洞禅が広
まってきていると知り、驚きました。向こうは日本のような寺と

檀家という関係が希薄で、禅センターという同好会的な集いで
禅を修する形をとっているということでした。その分我々は生き
る上での指針として禅を学んでおり、やはりその求道の意識の
高さが伝わってきました。仏教は各地に伝播する中で、その地
域の文化や慣習と折り合いながら発展してきました。したがっ
て、直ちに先方の禅の有り様を是とするところではありません
が、我々も彼らの姿勢の中にもしかすると日本の曹洞宗が失い
つつある何かを見出しうるかもしれないと感じました。（静岡県
　平成20年度安居）
● 私は今回、初めて活動される僧侶の方の話を聞かせていただき
ました。現在の日本の僧侶と海外の僧侶とでは、やはり仏教に
出会った経緯、環境も全く違うと思いますので、ルメー老師の
話を聞けることは非常に良い経験となりました。海外に寺院が
あることは知っていましたが、禅センターという施設がありどの
ような活動をしているのか。こういった話を聞くことができ勉強
になりました。また今後の参考ともなりました。禅センターでは
「坐禅」そして「福祉活動」などを行っているということで、こ
の2つは日本で活動する我々にも直結する存在です。曹洞宗の
中で根本となっている「坐禅」を通した布教、そして「福祉活
動」を通して、私たち宗教家になにが求められ、どのような事
が出来るのか真剣に考え、今後の活動に生かしていきたいと思
いました。（島根県　平成21年度安居）
● 本日の講演会では、普段なかなか知る機会のない、海外の布教
活動、状況、又、海外の宗教観について貴重なお話を伺うこと
ができました。仏教をはじめ、東洋の宗教に興味をもたれた理
由というのが、キリスト教やユダヤ教などの西洋の宗教への不
安、不信からというのは意外に感じました。檀家制度ではなく、
禅センター・ホスピスというサークル的な集まりで修行をおこな
うというのは日本には無い考えなので驚きました。同じ形を日本
で実践しても恐らく日本人に合わないとは感じますが、このよう
な何か今までと異なるような布教の形態を考えなければ日本の
曹洞宗の今後の発展はないのではと感じました。（東京都　平成
21年度安居）
● 海外の禅、SOTO禅の講演に参加させていただき、とても有意
義な時間を過ごさせていただきました。ルメー老師はとてもわ
かりやすい言葉で私たちに丁寧に教えていただきました。印象
に残っている老師の言葉がいくつかあります。「自分を見極める」
ということをおっしゃっていました。自分の中で考え、感じ、志
し、それによって生まれる疑問。自分自身を見極め、精進するこ
とが大切だということだと思います。老師はアメリカにおいての
曹洞宗の歴史はまだ浅い歴史である。キリスト教との人々が神
を信じなくなってきているといわれました。自分自身が実践する
のが「禅」であり、実践することの素晴らしさを感じているので
はないでしょうか。海外の曹洞宗の広がりを少しでも知ることが
でき、私にとって大変に有意義な講演会となりました。（新潟県
　平成21年度安居）

■ 永平寺　雲水

● 本日の内講を受け、曹洞宗の海外における活動内容が、予想し
ていたより幅広く驚きました。刑務所の受刑者に禅の教えを説
いたり、ホスピス・ホームレスの人々への活動といった福祉活動
等を行っている点についてはあまり知りませんでした。私事では
ありますが、私は安居する以前、理学療法士として高齢者を主
としてリハビリテーションを行ってきました。「加齢」というもの
に対し、現在ご本人が持っている身体機能をいかに維持してい
くか、ということが大きな問題であり、更に「加齢」に加え、高
齢者特有の疾患・障害・病気・認知症等々が発生する中、高齢
者の方々が残された時間を本人にとってどのように有意義に過
ごしていただくかを大事に力を注いでまいりました。元気に歩き
冗談交じりに話していた方が、次の日急変し、呼びかけにも反
応できないような状態になること、また亡くなってしまう、等と
いった事にも直面してまいりました。何時どうなってしまうのか
分らないため、その方々に各々にあった生活を送っていただくた
めに、理学療法士として、どうリハビリを進めていくか、非常に
難しい問題でした。まさに「生老病死」といった苦と向き合い、
全力でその日を生きている人々に対し適したリハビリテーション
をその方々が行える範囲で精一杯行っていく、当時は全く意識
しておりませんでしたが、今思えば、今後仏教者として生きて
いく上でとても良い経験をさせていただいた様におもいます。現
在は、将来僧侶として生きていくため、ここ永平寺で安居させ
ていただいています。しかしながら、私の中では娑婆のお坊さ
ん＝お葬式屋さんというイメージが強く、僧侶＝仏教者というこ
とに疑問を感じることが多々ありました。理学療法士として働い
ていた時の方が、仏教者らしいのではないかと思ってしまうこと
もありました。無論、お葬式や法事といったことは、大切な人を
亡くしてしまった方々にとっては無くてはならない大切なものだ
とは思いますが、しばしばそれが義務化してしまっていることも
あるように思えます。こういった自分の中で、靄がかかったよう
な状態でいる中、「坐禅しない人は僧侶とは呼ばれない」などと
いったことや、海外での曹洞宗の活動の話を聞いているうちに、
自分の中で思う仏教者としての生活は、海外で行われている活
動の方がより近いのではないかと考えるようになりました。更
に、今回の内講を通じ海外での活動により魅力を感じるようにな
りました。永平寺での安居を終えた後は、是非海外に出て曹洞
宗の活動に加わりたいと思っております。貴重な講義を本当にあ
りがとうございました。（愛知県　平成21年度安居）
● 本日は大変興味深い話を聞かせていただき、感謝をしておりま
す。話を聞くなかで感じたのはキリスト圏の方から見た仏教の
「教え」とはどのように見えているのだろうかということ。アメ
リカ人は大半がキリスト教信者で仏教と考え方が異なるところも
多いと思いますが、その仏教圏ではない地域から見た仏教とは
どのようなものなのかという疑問が出てきました。私が思う坐禅
とは、平和・反戦につながると思います。なぜなら、坐禅中に
人を殺したり、傷つけることが根本的に不可能だからです。世
界では1分に何十人の人が殺されている現在、一炷の間只管打
坐こそ平和の形なのではないでしょうか。さまざまに考えること
のできた講演会でした。（兵庫県　平成21年度安居）
● 今回の講演でルメー老師のおっしゃっていた事でとても印象的
な話がありました。ルメー老師は元は、父親がキリスト教の牧師
であって、キリスト教に近かったが、ベトナム戦争が1960年代
におき、この戦争が正しいのかどうか疑問に思われ、その中に、
キリスト教も含まれており、ルメー老師はキリスト教に疑問を持
つようになりました。その後、日本で仏教に出会い、自分の悩み
は仏教により晴らされると思い、その中でも禅宗の曹洞宗の道
を進んだときき、これからは禅は外国にも受け入れやすいものだ
と思いました。そしてルメー老師がおっしゃっていたように、外
国にも目を向けるべきだと思いました。（静岡県　平成22年度
安居）
● 今までは、国内の曹洞宗（仏教）ばかりに目を向けていました
が、今回のルメー老師の講演でこれからは、海外に目を向けて
いくことも大事なことだと思いました。ルメー老師の話の中から
私が一番気になったのは、現在の寺院が檀家制度によって成り
立っているという話でした。ルメー老師は檀家の存在も大事だ
が、いろいろな悩みを持った人々の相談、その悩みを持った人々
の相談、その悩みを持った人々の目線にできるだけたてる事が
僧侶として大事なことだとおっしゃっていました。私もそれを聞
いて同じ気持ちになりました。檀家の存在も大事だと思います
が、人の悩みや苦しみにできるだけ近づいた目線に立つことは、
僧侶として大事なことだとおもいました。以前から私は海外に興
味があり、今回の講演でさらに自分の考えの幅が広がりました。
仏教を海外の人々へ広めていくことと同時にいろんな形で積極
的に交流を持っていきたいと思いました。海外の人々がどのよう
に仏教の印象をもっているのか、またその土地の宗教と比べど
のように違うのか実際にその場に行って肌で感じてみたいと思い
ました。ルメー老師の話からこれから僧侶としていく、私の幅が
広がり勉強になりました。現在、海外で仏教について知るには、
雑誌や本、ラジオなど多くあるとルメー老師は言っていました。
文字や音で知るのではなく、今、曹洞宗が言っている海外布教
はとても自分でもやってみたい事だと改めて確認できました。最
後にルメー老師が言った「僧侶は人々の見本にならなければな
らない」という言葉が私のこれからの課題であり、目標にすべき
こととなりました。（滋賀県　平成22年度安居）
● 海外の仏教というとアジアの国々だと思っていたが、曹洞宗の
僧侶がアメリカで布教活動をしているときき、驚きました。キリ
スト教を主とする地にて300名以上もの人が得度し、坐禅を組
み修行している。日本では、仏教、神道、キリスト教、等々の宗
教を信仰する人がいるため、混じってしまい上手に共存してい
る。例をあげると、昔九州にはキリシタンの隠れ里が数多くあっ
た。そのため、今でもキリスト教を信仰する人が多く、人が亡く

なると牧師さんがきて、祈りを捧げ、日本だということで僧侶も
呼び、お経を唱えてもらう、つまり、仏教とキリスト教の二つを
信仰していることになる。アメリカはどうなのであろうか。異な
る宗教で戦いがおこるのか、それとも共存するのかとても興味
をひかれる話だった。（秋田県　平成22年度安居）
● 今回のルメー老師の話をお聞きして、まず最初に思ったことは、
老師が仏教の可能性に多大な期待を寄せているということでし
た。正直に申しまして、禅の教え（特に坐禅）はあまりにも個人
的な修行であるような気がして、日本はともかく、異文化の人に
受け入れられるのは難しいだろうと考えていました。けれどもル
メー老師のお話をお伺いして、海外の日本文化とは異なる価値
観を持つ国でも、十分に伝播しうることが分りました。例えばア
メリカでは、もともとの個人主義の文化に禅の自己修行の坐禅
が魅力に感じます。これから禅の教えを伝導していく上で、常
に相手の価値観に寄り添って考えていきたいと思います。（福岡
県　平成22年度安居）
● ルメー老師の「海外の禅：その現状とチャレンジ」の講義を受
けて、海外の禅に対する考えを学ぶことができました。日系寺
院と禅センターとの違い、特に禅センターは、主に坐禅に重点
を置き、朝課や作務を行っていることは、日系寺院より禅という
ものをより濃く体現し、取り組んでいることがわかり、とても勉
強になりました。また、チャレンジして布教と人材育成に取り組
んでおり、布教活動としては、禅についてや仏教について本を
書いたり、記事やインターネットにおいて広めたり、講演会を行
い、質問や悩みがある人の話を聞くこと。また人材育成として、
自分が僧侶であることに自信を持ち、日ごろから僧侶としての自
覚を持って生活をすることがよりよい人材育成になると言ってお
り、すごくこの講義が勉強になりました。（大分県　平成22年
度安居）
● 海外でも曹洞宗が広がり禅センターといった形で広がりを見せ
ているということは、こうして永平寺に修行に来ている私にとっ
ては、どこか嬉しいことですが、老師のお話を聞き、海外の仏
教といったものに興味を持ったと同時に、日本での仏教というも
のが廃れていくという現状に不安を感じました。海外へと目を向
ける前に、まずは身近なところから見ていかないといけないと思
いました。（山梨県　平成22年度安居）
● まず、国外の曹洞宗の事が知られてよかったと思います。国外
では曹洞宗というよりはZENとして受け入れられているように
感じました。坐禅を中心として考えられていることが最初は奇妙
に思えましたが、質問の時間に、国外の僧は働きながら修行す
るのが普通だという話を聞き、坐禅が中心となることに納得し
ました。と同時に日本の檀家制度が特殊に思え、今まで当たり
前であったと思っていた自分の身の回りの環境を考え直すチャン
スだと感じました。自分の置かれた立場を大きなビジョンでみる
と、様々な事に気づくことができるのだということがわかり、今
回の講演会でのお話は私にとってとても意味のあることでした。
（佐賀県　平成22年度安居）
● 本日の内講を受けて、曹洞宗の海外における活動内容がとても
幅広く行っていたことに驚きました。インターネットなどを使っ
た新しい布教活動や、刑務所の受刑者に禅を説いたり、ホスピ
ス・ホームレスへの活動など、宗教離れが深刻化している日本
にとっても、とても新鮮かつ学ぶべき活動であると感じた。現在
の曹洞宗の布教活動に自殺者家族への心のケアと題した取り組
みがある。毎年増加の傾向をたどっている自殺者だが、自殺者
にも家族があり、その家族の心の傷は計り知れない。その家族
に対して、少しでも心の支えになる為に行っているのが、自殺者
家族への心のケアである。これからは、時代の流れに沿うよう
な布教活動が、曹洞宗だけではなく、全ての宗教団体に必要な
のではないかと考える。人々の生活に違和感なく、浸透していく
ことができれば、若者をはじめとする人々の宗教離れはなくなっ
ていくのではないだろうか。（神奈川県　平成22年度安居）
● 本日の講義でまず思ったことは、ルメー老師の待機中の姿勢に
ついてでした。見ている限り少しも揺れない、動かないという、
坐禅をされているような姿に感動しました。あの動かない姿をみ
ると美しいと感じます。ある意味でうらやましく、憧憬の念を抱
きました。内容に関しましては、海外にこれほど多くの方が禅に
興味を示し、実践されていることに驚きました。数ある宗教の中
で曹洞禅を好む人が多いとききました。深く掘り下げるととても
難しいと思いますし、ただ坐ること自体も、普通の生活をされて
いる方からすると、とても大変なことのように思えます。道を模
索したり、救いを求める人からすると、そもそもその様な問題で
はないのかもしれませんが。根幹にあるのはキリスト教に対する
否定が大きい様に感じたルメー老師の話でしたが、沢山の真実
が盛り込まれていると思います。現在英語で教えている日本の
僧が1から2人という少なさにも驚きました。きっともっと沢山
いるのでしょうが、表だって活動されていないのは、精神性の所
為なのかもしれません。私も師寮寺に戻ったら考えてみようと思
いました。これからの禅宗、曹洞宗、ひいてはお寺の在り方につ
いて、深く考えていく時が近い、いやすでに来ている事を考えさ
せられる講話でした。（山口県　平成22年度安居）
● 本日は貴重なお話をしてくださり、ありがとうございました。海
外への布教と言う事には誰もが憧れたり、興味をもっていると思
います。私自身も1度は海外で僧侶をしてみたいと思い、ルメー
老師の安居した発心寺や安泰寺について調べてみたことがあり
ました。しかし、実際に行動には至りませんでした。それは、老
師のお話の中にもありましたが、法衣を着て一般社会に出ていく
勇気がなかったからだと思います。今は夢でしかありませんが、
精進料理を海外に布教したいというのが安居中にできた夢です。
今は修行中ですので、逆境は英雄の選抜試験と胸に刻み1日1
日を全力で過ごしていきたいと思います。（愛知県　平成22年
度安居）
● 布教活動の大切さを改めて感じました。師寮寺の手伝いももちろ
ん大切だが、檀家制度がいつまでもつか、わからない今日、宗
教家として僧侶であることに自信をもち、布教活動に努めていき
たいです。まず、質問や悩みのある人を対象に話を聞いたり本を
書いたりしてもいいと思う。しかし、今の自分では、質問をされ
たとき自信を持って答えることができないだろう。さまざまな質
問に対し答えられるように、今のうちからここ大本山永平寺で努
力し精進していき、更に自分が疑問に思う事についてはとことん
追求していこうと思いました。（静岡県　平成22年度安居）
● 海外で仏教が盛んになる理由。自分で自分を救える。坐甫一つ
で実践できる。仏教は平和の宗教であるといわれている。日本
の僧侶は衣を着ていれば僧侶として認められるが、海外では坐
禅していなければならない。また、一般職に就きながらである。
日本の僧侶は恵まれている。修行僧もまた環境で修行できる。
（愛知県　平成22年度安居）
● まず、米国で曹洞宗のお寺が、日本の伝統的な宗派としては、
一番多くあるという事に驚きました。そこまで曹洞宗が海外布
教に力を入れていることを知りませんでした。最近「禅」という
ものが米国で流行っていると聞いた事があります。その背景に
は、キリスト教への不満、現代には合わない教えに対する疑問
などがあるとルメー老師はおっしゃっておりました。また、日本
文化への興味、日本文化は平和主義であること。そして、坐禅
をすれば自我を忘れる事が出来る。自分で自分を救うことがで
きる。また、曹洞宗は只管打坐、いわゆる「ただひたすら坐れ
ばよい、それだけで仏だ」という言葉への魅力もあって、禅宗
とくに曹洞宗が米国や海外でもたくさんの人に受け入れられて
いるのだろうとこの講演を通して思いました。また、これからの
日本の宗教界はどうなるのか、我々宗教家はどうあるべきかと
いうお話もしてくださり、これから曹洞宗の一僧侶になるにあた
り、我らが今後どう歩めばよいのか示してくださり、本当に感謝
しています。とにかくまずは宗教家であることに自信を持ち、良
い見本となれるように、若いうちは様々なことにチャレンジし、
苦労を重ね、そして修行に励もうと思います。（福井県　平成
22年度安居）
● 日本において仏教は昔から文化にも根付いていてそれがなぜか

古い考えとみなされてしまう事が多いと思います。話の中にあっ
た曹洞宗が海外では、それがすごく新鮮で受け入れられてきて
いるのは、とても嬉しいことですが、曹洞宗が生まれた国で仏
教、お坊さんが煙たがられてしまっているのはどうにかしなけれ
ばいけない事実です。アメリカでは、1960年代にいろいろな社
会問題が起きていく中で、キリスト教への不満から、仏教、曹
洞宗に目を向ける人が増えてきたそうです。昔から中心であった
宗教に違和感を感じてきているのは日本も同じなのかなと思いま
す。どんなに気に入ったものや人でも、長年の付き合いになると
悪いところばかり見えてきてしまったり、新しいものに目移りし
てしまいます。仏教の教えの通りに良いことも、悪いことも全て
善縁として受け止めることができれば別ですが、そうもうまくは
いきません。過去に曹洞宗も被差別戒名などで信頼を失ってし
まった時期もあります。失ってしまった信頼を取り戻すことも容
易ではございません。そこで今新しい気持ちで受け入れていた
だける海外に目を向けることは必要不可欠なことだと思います。
逆輸入という言葉が適切であるか分りませんが、海外で曹洞宗
が広がれば自ずと日本の宗教におけるとらえ方が変わってくるの
ではないかと思います。平和な世の中を作る為に、少しでも仏
教を通じてできることがあれば嬉しいです。（神奈川県　平成21
年度安居）
● 今回の講義を聞かせていただいて、ルメー老師の素晴らしさ、
情熱的であるが私たちに伝えたいという気持ちが伝わってきた。
日系寺院では、日本と変わらない檀務や三佛忌、施食などの行
事が同様に行われていることがわかった。いま、350人程の得
度した人がいることは、大変びっくりしました。ただ、坐甫1つ
で坐ればいいと先生は言っていましたが、それは私の中で疑問
になりました。坐甫が大切なのはわかりますが、やはりお袈裟な
どをありがたく着させていただいて坐甫に坐ることが大切であ
ると思います。坐甫が今あるという現在だから、そうなるのかも
しれませんが、昔、今までも石の上で坐禅している人はいます。
私の中では、この言葉だけは納得いきませんでした。聞思修も
そうです。確かに、聞いて教えて修行をすることは大切ですが、
それは道元禅師の考え方の一つだとしてもそこを重視するかは
どうかと思いました。（神奈川県　平成22年度安居）
● 本日のSZI講演会で普段SZIの人たちが、どのような活動をさ
れているのかがわかりました。私も永平寺での安居を無事に終
えることができたらSZIのボランティア活動に参加してみようと
思います。また、ヨーロッパで将来放浪みたいなものを考えてい
るので、ヨーロッパにあるSZI活動にもぜひ参加しようと思って
います。海外の僧侶の方々から見て、日本の僧侶は「人間の見
本となるべき」「ジーパンにTシャツではなく、衣に袈裟をつけ
れば周りの人は坊さんだときづく。そうしたら周囲の人は宗教の
事を聞いてきて、宗教に対する気持ちが目覚める「僧侶になる
ことに自信を持ってほしい」というのを肝に銘じておこうと思い
ます。（熊本県　平成22年度安居）
● 今本山で安居していることが、いつか役に立ってくる日が来ると
思い、必死に頑張ろうと思いました。これから海外に行きたいと
思いました。（福島県　平成22年度安居）
● 「海外の禅：その現状とチャレンジ」ということでルメー老師
のお話を聞いていて、海外の禅の現状を知ることをできました。
現在、北米では350人の得度者がいて、海外にも禅が広がって
いるんだなと実感しました。また、アメリカ全体に2～300あ
る禅センターという修行道場のようなところでは、刑務所で坐
禅を教えたり、病院で余命の少ない人たちに仏教的な環境で余
生を過ごしてもらう手助けをしたり、ホームレスにご飯を作って
あげたりと、日本ではあまり行われていない新しいチャレンジを
行っております。日本の曹洞宗もこのような活動を参考にしてい
けばいいと思います。また、アメリカでここ数年の間坐禅をする
人が増えてきているのはなぜかというと、ルメー老師はその原
因として、ベトナム戦争があり、若い人が徴兵された為に反対
する人が沢山いたり、人種差別・環境問題等、様々な問題が多
かったため、国民がキリスト教に対しての強い不満を持って、坐
禅をして安心を得ようとする人が増えたとおっしゃっておりまし
た。今回のルメー老師のお話を聞いて、海外の禅についてさら
に興味を持つことができました。（青森県　平成22年度安居）
● たかが世襲の坊主では自ら発心した人、しかも文化の違うとこ
ろから来て何年も修行している人には敵わないと恥ずかしく思い
ました。僧侶らしいことをしているのは、安居してからですし、
実際お山の中の事しかまだ分りません。ルメー老師は体を動か
して元気のいい人になること。苦労していろいろなことにチャレ
ンジすること。更に、自分が宗教家・僧侶であることに自信を
持ってほしいと3つの事を望まれていました。これらは決して難
しいことではありません。自分が、私が意識をしてやればよいこ
とであります。まだ、日本での宗教活動さえまともにしたことの
ない私ですが、檀務よりもまず、悩みを持っている人の質問に
答えてあげることができるような僧侶になりたいと思います。ル
メー老師はしきりに我々に、聞思修に精神を持ちなさいとおっ
しゃられました。質問がないのは何も考えてないのと同じであ
る。だから聞いて思考して実践することに励みなさいと繰り返し
おっしゃっておりました。私ができることは、自分の意識を変え
僧侶としての意識を持ち、聞思修を繰り返し、まず今、自分に
できることからチャレンジすることだと思います。機会があれば
海外の僧堂や禅センターに行ってみたいです。（神奈川県　平成
19年度安居）
● アメリカやヨーロッパといった海外で禅が広まっていることを聞
いて驚いた。海外研修といった形で、永平寺の雲水が年に２回
海外に足を運んでいる現状は知っていたが、社会的にキリスト
教から仏教への改宗という動きがあるとまでは知りませんでし
た。政治への不満からキリスト教への信頼が薄れ、禅という仏
教に対して新たな注目が生まれることは、一人の禅僧の立場か
ら見て喜ばしいことである。禅宗が大事にする坐禅には、心を
穏やかにする作用があり、坐っている姿そのものが仏であるとい
う人の「行」によって人を救う導きが悩みを持つ人を引き付け
ることは、いつも坐っているからこそ共感できる。しかし、今の
日本において、全ての禅僧が坐禅に作務を尊び、道元禅師様の
声に耳を傾けているわけではない。新たに禅が注目を浴び、海
外での布教活動が活発になっている今、私たちはすぐに禅僧の
在り方を見直さなければならないだろう。ルメー老師の話を聞い
て、禅僧として誇りのある生き方をしなくてはいけないと思いま
した。（北海道　平成21年度安居）
● 今回のSZI講演会で、初めて海外の禅センターで修行する方々
の意識の高さを感じました。坐禅に対する取り組み方もそうで
すが、アウトリーチ・ホスピスなどの福祉活動はアメリカで禅が
受け入れられている要因となっていると思います。ルメー老師
も何度か仰っていましたが、日本の檀務中心の活動に限界が来
たとき、このままで大丈夫なのか、という事を私たちがしっかり
考えなくてはならないことであると思いますが、アメリカ・ヨー
ロッパの活動は大切なヒントになると思います。日本でもただ
檀務中心でなく、社会への貢献活動をもっと行い、宗教家とし
て自らがすべき事を常に自問自答してかなくてはならないと思い
ます。それにより、檀務も自然とついてくるものであると思いま
す。今回の講演会で「チャレンジ」という言葉がありますが、日
本の「守り」中心の活動を見直して「チャレンジ」をしていく必
要があると思います。（新潟県　平成22年度安居）
● 今回の講演会は私にとって、とても興味のある内容の講演でし
た。私はもともと海外の禅に興味があり、いつか海外の僧堂へ
の行ってみたいと思うし、国境を越えて布教などをできる布教
師になれたらいいと思っています。海外には200から300の禅
センターがあるといわれていることには驚きました。自分の行動
そのもので自分を救える、それがアメリカの人々には少しずつ受
け入れられているということは喜ばしいことだと思います。その
中のひとりに、私は少しでも社会に拠り所として日本だけではな
く、国を越えて貢献したいそう思います。（北海道　平成22年
度安居）
● 曹洞宗が海外で布教活動を行っているというのは、前回の内講
の時間に聞きましたが、今回は実際に活動されているルメー老
師からお話を聞くことができたのでより具体的なイメージを持つ
ことができました。海外への布教活動は、まだまだ始まったば
かりで発展途上であり、日本の禅僧特に若い人の力がまだまだ
必要になっていると感じた。講師が、これからの僧侶は「元気
のいい人・若いうちに苦労する人」と言われたので、まさに自分
は当たるので、永平寺で修行を頑張りたいと思いました。（山口
県　平成22年度安居）
● 曹洞宗が海外でも人気があり、宗務庁からは認可されていない
ものの、専門僧堂のようなものが少しずつできているという話を
聞いて、私も海外の禅に触れてみたいと強く感じました。日本で
は、あまりないであろう福祉活動への参加など、布教活動も充
実しており、僧侶という職業だけでは生活できない厳しさもある
反面、布教活動が純粋なものとして行われている、宗教のある
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べき姿が海外にはあるのではないかと感じました。私も、今後、
一人の宗教家として生きていく上で、海外での曹洞禅を学んで
みたいと感じました。（奈良県　平成21年度安居）
● 「海外の禅：その現状とチャレンジ」を拝聴して、檀家寺の息
子として生まれ育った人間と、純粋に坐禅に興味を持ち、取り
組んでいる方たちとの温度差の違いというものを感じました。現
在の海外の修行の場を本山との違いもよく分り、自分がいかに
恵まれた中で修行しているのかよく理解できました。また、これ
からの寺の在り方として、ホスピス等の福祉活動や刑務所への
布教活動、参禅会といったものは、非常に参考となります。檀
家制度に頼ってばかりいられない現状を考え、今後どのようにし
ていくか深く考えるよき機会となりました。（千葉県　平成22年
度安居）
● 今回ルメー老師のお話を拝聴させていただいて、私が思ったこ
とは、海外の禅というものに触れてみたいというものでした。自
分自身、実家がお寺ということで、特別意識することなく、「お
坊さん」になることを決意いたしましたが、老師のようにキリス
ト教から「お坊さん」になられてしまう、このような原動力がど
こにあるのか？ルメー老師はキリスト教の限界や自分で坐禅な
どをすぐにできるという事を挙げられていましたが、自分として
は、実際にそのような人々に接してみて、感じ、考えてみたいと
思いました。そのような禅に対して熱心な人々のために自分は何
をできるのか？海外にしても、自分と同じ志を持つ人々のために
何ができるのであろうか？そう考えた時自分は、御釈迦様や高
祖様の教えをきちんと理解しているか？また、理解していたとし
てもそれをキチンと伝えることができるのだろうか。自分自身に
不足していることがたくさんありました。ハッキリ言いますと説
法できるほどすごい理解があるわけでもないし、それを伝える
だけの英語力もない。老師が挙げられた、布教に必要な条件を
ほとんど満たしていません。しかし、このようにダメな自分だか
らこそあえて難しい状況に身におき、失敗を恐れず人々のため
になにより、自分の為に精進したいと思いました。たとえ国際布
教の機会があろうとなかろうと、このように精進できることは師
寮寺に戻った後も十分に有用であることに違いありません。宗
教家として人々の苦しみ・不安を取り除き安心を提供できるよう
に今この安居している期間、永平寺での恵まれた環境を生かし、
一人の立派な宗教家として成長したいと思います。（長崎県　平
成22年度安居）
● 今日のルメー老師のお話は、私の今までの考えを崩壊させると
てもありがたいお話を賜りました。海外での曹洞宗の在り方の違
いに私は興味があります。誰かがやるであろうという日本人の考
え方より、海外の自分がやらなくてはという働きが世間の人々に
は受け入れられやすいように思われます。海外での曹洞宗への
関心は、日本以上だと思われるので、頑張ってほしいと思いまし
た。（兵庫県　平成22年度安居）
● 今回のSZI講演会に参加させていただき、大変、大人の事を学
ばさせていただきました。たとえば、禅センターの活動にある
アウトリーチ・ホスピスなどです。日本のお寺ではあまり見るこ
とができないですが、大事なことだと思います。他宗派との交
流があるということも、日本ではあまり見ることができないこと
で、面白いことだと思いました。また、世襲制度の問題点につい
ても考えさせられる講演会でした。（京都府　平成22年度安居）
● 本日のSZI講演会を聞きまず驚いたことは、曹洞宗の布教活動
が海外でも活発に行われていることでした。北米・南米だけで
なく、ヨーロッパにまで曹洞宗の教えが坐禅を通して伝わること
は素晴らしいことだと思います。講師のルメー老師がおっしゃら
れていたように、坐禅で自分自身を見つめなおすことができ、安
心感を得られるという事が、布教の利点であることがわかりまし
た。仏教はアジア圏のみで布教されているという認識しかありま
せんでしたが、現在の環境や世界情勢、キリスト教に対する不
満とかから、坐禅を通して安心感を得る人々が増えていること
がわかりました。さまざまな状況が異なる国で、このように坐禅
を通して人々が安心できることはとても大事なことであり、今後
も発展させていかなければならないことであると思いました。ま
たルメー老師は「宗教家としての自信を持ち、どんな威儀でも
一般社会に出ていく心構えを持ちなさい」ともおっしゃられまし
た。今まで私は漠然と家業を継ぐことしか考えていませんでし
たが、この言葉を聞き、自分自身が宗教家であることを再認識
し、周囲の人々にどのように接するかが大切であるとおもいまし
た。最後にルメー老師の問われた「宗教家としてどのように貢
献できるか」という問いに対して、自分の答えは出ていません
が、私が宗教家または、曹洞宗の僧侶として人々に何ができる
かを今から念頭に置き、安居していこうと思いました。（大分県
　平成22年度安居）
● 高校生の頃に、留学の経験があるのではじめから海外には興味
がありました。今回の講演で禅センターがあるという事で、ぜひ
一度は行ってみたいと思いました。またルメー老師は父親が牧
師でありながら出家をして、大変素晴らしい方だと思いました。
ルメー老師のお話では、アメリカでは刑務所で毎週日曜日坐禅
をやっているという事に大変驚きました。日本でも、そのように
良いところはやっていった方がいいと思いました。そして、私自
身宗教家として自信を持ってやっていこうと思いました。（東京
都　平成22年度安居）
● 世界中の人が、禅に興味を持っていることがわかりました。自分
たちが身近に考えていることが、海外でも身近になっているの
だなと思いました。禅センターでどのような取り組みを行ってい
るか、実際に体験してみたいと思いました。自分が考えていた
以上に、海外には禅センターがあることがわかりました。海外の
人々は、私たち日本人より禅に対してリスペクトしていることが
ルメー老師の話を聞いてわかりました。私も今、永平寺で修行
させていただいているので、もっともっと禅に対して真剣に取り
組んでいきたいと思いました。禅センターと日本の寺院は一緒で
はないといわれましたが、日本の寺院をもっと禅センターのよう
に、在家の人に禅についてわかってもらうために、話をしていき
たいと思いました。これからは、自分の事だけでなく、いろんな
方向を見ていきたいと思いました。（福井県　平成22年度安居）
● 海外で多くの方々が禅を行っている、または禅に興味を持って
いることに大変驚きました。日本では禅と聞くと足が痛くなるイ
メージがありましたが、海外の方の禅のイメージは素晴らしい
ものだと思いました。これほど禅を行う方が多いのは、インター
ネットの普及による情報収集ができるようになり、また意見交
換等ができるようになったのも、要因の一つではないかと思いま
す。（宮城県　平成22年度安居）
● 今回の講演を聞かせていただいて、特にチャレンジという言葉
が耳に残りました。日本とは違い、檀家はなく、托鉢等の習慣の
ない他の宗教を信仰する人々に囲まれた中で、仏教と出会いそ
こに興味を持ち、その道を求めていく人々は、まさに「チャレン
ジ」精神なくして存在しないのだろうが、その現状は厳しく、見
聞しただけでは分からない苦労が多くあるように思えた。檀家制
度の上に胡坐をかき、世襲が当たり前のようになっている我々が
逆に学ばなければならないことも多いようです。釈尊の生き方に
立ち返り、道元禅師の言葉を再確認し、自己の精進につなげて
いきたい。かつて異国への仏教を求めた道元禅師の心を海外の
方たちに表れてきているように思いました。最後の方の質問に答
えている中に、仏法に対する老師の真摯な思いを強く感じ、逆
に「只管打坐」について問いを発せられたとき、自分自身、ま
だ何も分かっておらず、まだ分っていないことにさえ気づいてな

かったことに気付かせられました。（岡山県　平成22年度安居）
● アメリカに禅センターがたくさんあることを聞いて驚きました。
またアメリカでは、日本のように檀家制度がないためにそれぞれ
自分の仕事をしながら修行を続けているという事に大変感銘を
受けました。私自身、在家出身なので仕事をしながらも禅を行
事て行きたい気持ちがあるので、国や言葉が違っても同じ事に
興味を持っている方と話をしてみたいと思いました。何度もお話
の中であったように、永平寺という環境がいかに恵まれているか
という事を忘れず、1日1日大切に修行していきたいと改めて思
いました。（福井県　平成22年度安居）
● 今回のSZI特別講義で特に印象に残った言葉は「SZIは布教だ
けでなくいかにして国際社会に貢献できるかについて日々取り組
んでいる」という事であった。以前の海外研修会の話ではある
が、「スペインでは坐禅を行わなければ僧として見てもらえない」
という言葉を思い出し、坐禅が国際社会に認められていることを
実感させられた。今まで私は、只管打坐の教えを持つ曹洞宗の
修行僧でありながら「坐禅をするよりもその時間を使ってお経を
覚えたほうがいい」という思いを持っていたが、ルメー老師の講
演によってそういった考えを改めさせられることとなった。（山
形県　平成22年度安居）
● SZI主催講演会では、講師のルメー老師の正確かつ堪能な日本
語にまず感嘆させられました。これから世界に向かって禅を広
めるには日本語の理解力もあり、かつ外国語も自由に駆使でき
る人物が是非とも必要であると痛感いたしました。ルメー老師
がおっしゃったように、海外でお坊さんをするには大変であると
のこと、別に仕事を持たなくてはならないし、なかなか修行のみ
に専念するのが難しい様子でした。日本のお坊さんは恵まれて
いるという言葉は特に印象的でした。しかし、檀家制度がいつ
まで続くかという老師のご指摘が最も心に残りました。（静岡県
　平成22年度安居）

● 日本で寺が減少していっているのに対し、アメリカに禅センター
という坐禅等を行う場が増えていっているという事を初めて知り
ました。なぜ、日本では減り、アメリカでは増えたのか、私は講
師さんが言われていましたが、一番の原因は日本の僧が、一般
の方とのふれあい、悩みを聞くという事をしなくなってきたから
だと思います。しかし、日本では悩みがある人だけでなく、人が
寺に来るという事がとても減ったと思います。自坊に帰ったら一
人でも多くの方に寺に来ていただいて、悩みがある方がいれば
聞いてあげられる寺にしていき、アメリカに負けないようにとい
うのは変ですが、日本でも減少するだけにならない様に努めてい
かなければならないと思いました。（兵庫県　平成22年度安居）
● アメリカでは得度した人が300人以上いる。60年代のベトナム
戦争の徴兵制を避けるため黒人差別反対の解決口を見つける為
に増えたと思われる。また禅センターは200以上あり中心は毎
日の坐禅・朝課・作務・アウトリース等がある。（新潟県　平成
22年度安居）
● ルメー氏の講演を聞き、海外での坐禅の布教活動を聞いている
うちに、日本の僧堂と海外の僧堂ではやはり違いがあるのだと
感じました。海外研修に行った古参和尚に聞いたところ、毎日
一日中畑作業をして過ごしていたとのことでした。檀家と関係な
く寺院としても、政治的、経営的なものが感じられず、坐禅を中
心とした曹洞禅に基づき、しがらみのない空間で教義が実践さ
れていることが私が思っていることです。実際はどうであるか分
りませんが、志をもったものが結集し、協力し合い生活を共にす
る。そのことの大切さを再確認しました。生きていく上で、色々
な経験をすると、坐禅を組む時のように呼吸を整え、目の前の
事を一つ一つ解決していきたいと思いました。（新潟県　平成19
年度安居）
● アメリカでの禅の文化が広がっていく中で道元禅師の教えも一
緒に伝わっているのか。東洋の文化をアメリカの人が受け入れ
ていることはとてもいいことだと思います。アメリカ人の考える
「坊さんらしい」というものはどうゆうものなのか。英語にはな
い表現をどのようにするのか（静岡県　平成20年度安居）
● 外国の方のお話を聞けて貴重でした。ましてや外国の僧侶のお
話は大変貴重です。外国では曹洞禅が一番広がっていると聞い
て驚きでしたが、只管打坐という単純だが奥の深い教えが外国
人の心をつかんでいるのだと納得しました。牧師の父を持ちな
がら、仏教の僧侶になったという面白い経歴もお話に興味を持
つ要因となりました。また、ルメー老師のお話を聞きたいです
し、これからも興味深いお話を続けてほしいものです。（福岡県
　平成20年度安居）
● アメリカでの曹洞禅の普及についての様子が聞けた。アメリカで
東洋の文化の受容はあくまで流行なのではないかと考える。ル
メー老師が仰っていたように、西洋の人々が仏教の教え、坐禅
に向かうのは、彼らの根本にあるキリスト教に対する疑問や反発
によるものではないか？坐禅＝ヨガと捉えているように思うし、
矛盾や理解できない事は仏教の方が多いのではないか。神様に
しろ、坐禅しろ、宗教の根本は信じる者は救われるということで
はないだろうか。アプローチが違うだけ。勉強不足の私はそう
考えております。（北海道　安居歴不祥）
● 若いころに苦労をし、色々な経験を積んでみてはどうだろうか、
ルメー老師のその熱い研究心、探究心に感動いたしました。日
本の僧侶よりも海外の僧侶の方が坐禅に熱心であることがわか
りました。坐禅を求めるという心が、日本の今の僧侶にはほと
んどない様に思います。海外の僧侶の方々を、もっと見習わな
ければならないきがしました。もっと僧侶らしく、見た目だけで
坊さんと分かるような人になれという事には共感が持てました。
（北海道　平成20年度安居）
● 今回ルメー老師の講演を聞いて、道元禅師の教えは世界中の人
たちを感動させる力を持っていると驚きました。しかし、言葉の
壁というのは大きな壁になって、時に違う解釈になってしまった
りして、道元禅師の考え方と現代の解釈がずれ、英語になれば
さらにずれてしまうと思うと、布教がどれだけ難しいかがわかり
ます。今、私は毎日坐禅ができる環境にいる中で、毎日やると
眠気などで集中することができませんが、海外では坐禅ができ
る環境が少ないです。布教が広まり、多くの場所で坐禅ができ
る場所ができるよう願います。（愛媛県　平成20年度安居）
● 今回の講演会に随喜して、日本人と外国人の禅に対しての活動
の違いを少しばかり感じたように思います。第一に布教活動の
積極性。病院の福祉活動に参加したり、刑務所で禅の講義を聞
く等、積極的である。一方で日本では、講演会等、各地区で行
われていますが、浸透しきれていない。若い世代に受け入れら
れきれてないように感じる。やはりそれは、禅というものが道で
あると感じられているからであるからだと思う。第二に信仰心。
外国の人は、「こうすればこうなる」といういわゆるギブアンド
テイクを意識している部分がありますが、日本人の信者は、一
心となっている。只ひたすらに手を合わせている。外国人から見
習う部分も多いが、我々が守らなければいけない部分も多いで
す。（愛知県　平成22年度安居）
● 今回SZI講演会を聞いて思ったことは、日本国内より海外の方
が宗教に対する信仰心があることがわかった。しかし、日系寺
院が少なく、教えてくれる僧侶も指導者も少ない。今、北米に
350人の在家得度者がいるが、350人をどのようなお坊さんに
育て上げるかが今後の課題であると知った。日本には指導者や
僧侶が沢山いる環境で自分が坊さんであるという事に誇りを持
つことが大事だと思った。（福島県　平成22年度安居）
● 今まで、海外での禅の話を何度か聞いたことがありましたが、

海外布教に関して、自分と何の関係があるのか、とおっしゃった
とき、自分でも考えてみましたが答えは出てきませんでした。自
分とは接点のない海外、布教とは只坐禅をするだけなのか、講
話をするに至っても、どのような話を人々は求めているのか、ふ
と考えた時に今の自分では何も答えることができませんでした。
このことは、海外とは関係なくどんな時でも言えると思いまし
た。聞思修、聞けば聞くほど考える。聞いて質問が出ないのは
よく聞いていない証拠である、本当にそう思った。今日の講義を
聞いて布教とはどんなものなのか。なぜ多くの人々が坐禅を好
んでするのか、病院の福祉活動、刑務所での講義、坐禅。人の
ため、自分のため、静かになりたい、悟りたい、自分で自分を救
う、こういったことから、海外の人々は曹洞宗、坐禅をするなど
自分でも今まで考えてみたくてもなかったことと考えさせられま
した。これからの自分にとって、この先どのように物事を考え、
勉強、修行していかなければいけないのか、考えさせられまし
た。（愛知県　平成22年度安居）
● 本日SZI講義を聞いて、感じたことは、私たち曹洞宗の坐禅な
どの教えが、海外で「ZEN」として広まっているという事です。
欧米では、キリスト教の信仰が強いですが、国際化社会がます
ます発展する中で、これまでタイや中国、そして日本等、東ア
ジアや東南アジアで盛んだった仏教がヨーロッパやアメリカ大
陸といった他宗教が根強い地域にも進出してきました。曹洞宗
も海外、特にアメリカ合衆国に視野を広げており、ハワイに別院
の存在や海外研修がある等永平寺の力の入れように驚きました。
そして、SZIという組織の存在も、今回の講演で知り、ルメー老
師のような外国の方の僧侶もいるんだと初めて知りました。これ
からも曹洞宗の教義が外国の様々な人に広まればいいいと思い
ました。（山形県　平成22年度安居）
● ルメー老師の講演はとても興味深いものでした。海外の禅とい
う内容でお話をしていただきましたが、思った以上に深い内容だ
と思いました。60年代にヒッピー達が好んで瞑想や坐禅をした
という話は知っていましたし、それによって日本文化にも多少の
注目が出てきたことも知っていましたが、当事者であるルメー老
師の話からは、その時何を思って行動してきたかがヒシと伝わり
ました。キリスト教への不安や不満があって別の宗教に救いを
求めるのは、希ともおっしゃっていましたが、自分で自分を救う
事が出来る。曹洞禅が流布し始めるのは、ルメー老師の話して
いた心境を皆が持っていたならば、それは必然だったのではな
いか。また、禅センターの活動内容（坐禅、布教、福祉活動ホ
スピス等）が活発で日本の寺院より活動の内容が多く、見習う
べき点も沢山あると思いました。宗派の違う寺院での集まり等、
日本ではあまり行われることのないこともありました。海外の
禅、そのチャレンジには、檀家制度の批判がある中の日本寺院
には、見習い、そのチャレンジする精神を持つ必要があるので
はないかと感じました。（北海道　平成22年度安居）
● 今回のルメー老師の講義、大変貴重なものだったと思います。
ルメー老師が本山と同県の発心寺に長く安居されていたという
事や、話をされているときの柔らかな雰囲気から恐縮ですが、
何となく親しみがもて、興味を持って聞くことができました。私
が特に関心を持った2点について述べます。1つは、アメリカで
現在禅特に、曹洞禅が人々に受け入れられていることについて
ルメー老師が挙げられた理由です。まずキリスト教離れ、私は
キリスト教圏の人たちは、皆熱心なキリスト教徒ばかりだと何の
根拠もなく漠然と考えていました。私自身、キリスト教の語る無
償の愛という者には、仏教徒であるにしても、いやな気持はしま
せん。ですが、そこではなく、キリスト教の有する白黒はっきり
とした勧善懲悪説だとか、近代科学に対して人が不信・不安を
持つようになったという事実がキリスト教離れの背景にあるよう
です。また、曹洞禅の魅力として、坐禅とは、能力や体格、人
種や性別一切を問わず誰にもできるということ、仏教が平和な
宗教であるということ。キリスト教の対比になりますが個人主義
の宗教とは異なる点、例えば小さな自己を忘れ、大きな自己を
見極めるという道元禅師の言葉もそうですし、自己の事だけ考
え、環境への配慮を忘れてきた近代科学との差異等がアメリカ
で禅が人気を集めている理由としてあげられました。２つ目は僧
侶として大切だとルメー老師が考えられていることです。まず、
僧侶として自信を持つこと、これは小坂老師もおっしゃられてい
ましたが、寺の外でも僧侶の格好をキチンとして、私は僧侶で
あると周囲に堂々と示す事を言われました。また、僧侶は健康
であるべきということ、不摂生をせずきちんとした生活を送るこ
とで常に健康でいることで周りの人の見本になるという事です。
そして、若いうちに苦労しなさいと言われました。誰にも辛いこ
とはあるけどそこで逃げないことで力を貯え、成長することがで
きるという事です。以上が私が非常に興味を持ってお聞きする
ことができた点です。（鳥取県　平成19年度安居）
● まずルメー老師は一回聴いてそれを丸のみにはせず、何回か聞
いてしっかりと自問自答できる何かを持つことが大切だとおっ
しゃいました。すると必ず疑問に思う事が出てくる。真剣に話を
聞くとはそういうことだと思う。日本の寺では檀務が中心だが、
アメリカの寺では坐禅やメンタル的な補佐を中心としたボラン
ティア活動が多い。海外の寺院には見習うべきことが沢山ある。
今回の講演をきっかけに曹洞宗の国際的な活動に目を向けて
しっかり考えていきたいと感じた。（滋賀県　平成22年度安居）
● 本日の講演会では普段お聞きできない貴重な話を聞いて、海外
の禅道へのイメージが変わりました。なぜ、外国の人が出家や
坐禅の興味を示すのか、不思議でした。外国と言えば、キリス
ト教など、幼年の頃から教会に通い、熱心に宗教に打ち込んで
いるものだと思っていました。現在、キリスト教への不満を持
ち、信じられなくなった人々が仏教に入ってこられ特に神や仏に
頼まなくても、自分自身で己を見極めることのできる坐禅が有名
だと聞いておどろきました。日本でも最近は、檀家離れでこの先
どうなるかとあちこちで開いているため、色々な方法で布教をし
なければいけないと考えさせられました。（出身県　安居歴不祥）
● 作務衣でも堂々と外へ出ればいい一般の人の見本になればいい。
と教えていただいた。今までは坊主であることを隠し、なるべく
表に出ないようにしてきました。頭がつるつるなだけで「あ、坊
さんだ」と周りの空気が動くことがいやだったが、一般人の見
本となるには、注目を受けることが有利に働くし、布教という観
点からも見本として生活することで、自分自身も律することがで
きるし、向上できる。一石三鳥程になると思って、これから取り
組んでいきたい。（長野県　平成22年度安居）
● 今回のルメー老師の講演会を拝聴して強く感じましたことは、
禅を海外に布教する人材の育成の難しさでした。永平寺の修行
僧の現状から判断しても、大半の雲水が1から2年の修行でお山
を下りるため、坐禅の本質を体感することがないまま師寮寺に
帰り、僧侶になる方がほとんどであると思います。自分がお手
本となり、指導できるようになるにはルメー老師のおっしゃって
いた若い時に苦労して精進することや、私なりに思いましたこと
は、自分がこの人だと思った師について本気になって修行するこ
とが大切だと痛感いたしました。愚直にまじめに修行することが
大事だと思いました。（愛知県　平成22年度安居）
● 今回のルメー老師の講演で最も印象深かった言葉は、「宗教家で
あることに自信を持ってほしい」「一般の人の四苦八苦にどのよ
うに安心を与えるかを常に考えてほしい」「ジーパンにTシャツ
ではなく、作務衣でもよいのでお坊さんと分かる姿である方が
親切」といった言葉である。日々の生活に他者の救済を意識す
る。また、その意識が自然と所作、威儀に現われてくる。結果

的に自分で自分の行いをただし、自分で自分を救う事が出来る。
他者に施す安心がそのまま自身の安心となる。アメリカ・サンフ
ランシスコの禅センターでは、ホスピスやホームレスへの食事の
配給などといった、ボランティア活動が中心に行われているそう
である。特にホスピスは死に臨んで仏教の生活を取り入れると
いうものであり、サンフランシスコ禅センターが始めだという。
一般の人々は生きていく中起こる様々な不安を取り除くというの
は、仏教に限らずこれからの宗教施設が積極的に担うべき役割
であり、開かれた修行が求められていると思う。（佐賀県　平成
20年度安居）
● 欧米の方で、東洋文化が注目されていることは、例えば日本で
も、剣道の道場に多くの欧米系の人が通っていることから感じて
いましたが「ZEN」という日本語が広まっていることについて
知り驚きました。人種は違えど、同じく安心を求めるものだと思
います。ホスピスという言葉の誕生に禅センターが関係していた
という事も初耳でしたが、患者さんの孤独感を和らげるために、
坐禅という方法が選ばれているという事実に感動しました。ま
た、アメリカでは社会不安から仏教に限らず、仏教系の新興宗
教など東洋的な思想に人気が集まったようですが、曹洞禅に人
気が集まった理由や経緯を詳しく学びたいと思いました。（秋田
県　平成22年度安居）
● ルメー老師の講演を聞き、一番感じたことは、人間の思想、感
情は国境がない、育った環境による考え方の違いがあっても、
日本人だから、アメリカ人だからというのは全く関係ないと思っ
た。アメリカと聞くとキリスト教が普及していると思うが、ル
メー老師のように仏教に踏み込む方も多い。それは、日本でも
同様で、キリスト教信者もイスラム教信者もいる。大切なのはそ
のよりどころである宗教をどのように捉えるかだと思う。アメリ
カやヨーロッパでは、今禅の普及が急速に進んでいる。私も何
人かの人たちを知っている。外国人の方が禅に対して真剣に取
り組んでる感じもする。静を重んじるというところが受け入れら
れているらしい。今回の講演は、私の禅に対する意識を吟味さ
せられていた。何気なくやってても意味はないしもったいない。
何事もさせていただいているという気持ちで安居生活を送りた
い。（出身県不祥　平成22年度安居）
● 日本にキリスト教が伝来し布教されたように、米国・ヨーロッパ
にも仏教が伝わり徐々にだが浸透していることに驚いた。正直
欧米の方々は熱心なキリスト教信者であったり、元々信仰してい
る宗教に深く帰依していて、坐禅などには趣味程度としかとら
えてなかった。しかし我々以上に救いを求めるなど理由は様々だ
が、熱心に教えを実践しているのだと知り、自分自身の安居に
ついてもよい影響を受けたと思う。外国でも日本でも社会不安
が広がれば、更に仏教・坐禅が広まっていく可能性がおおいに
あると感じた。その中で自分が宗教者としてどのように生きてい
くかもっと考えなければならないと思いました。（愛知県　平成
21年度安居）
● 1960年代、アメリカではベトナム戦争に反対する人々が増え、
国が不安定になってきて、人種差別、貧富の差、公害をしてキ
リスト教への不満。この様々な事由により、仏教へと導かれて
きた外国の人々だが、ルメー老師の話を伺うと一時の気の迷い
というわけではなく、現在も禅の文化、教えは続いいているの
が感心しました。（宮城県　平成21年度安居）

● ルメー老師の講演会は、話の内容がわかりやすく、非常に聞く
人にやさしい講演会でした。一般社会に出た時に、作務衣など
で歩いた方が良いのではという話は、なるほどと思い、確かに
普段着で歩いているお坊さんは、お坊さんと認識されにくいの
で一理あると思いました。人の見本となるように、常に元気であ
るように若いうちに苦労した方が良いという考えは自分も思って
いたので共感しやすく、15歳で日本にキリスト教を布教させる
必要があるのかと、考えていた事に驚き、海外の方が、どうい
う理由で禅を求めているか、禅宗が増えている理由などが聞け
たりと日本人では聞けない、海外の方ならではの講演会でした。
（神奈川県　平成21年度安居）

■ 一般の聴講者

● 北米における仏教について教えていただき、認識を深めました。
おもな点については、1、仏教が日本に伝来して、日本的な仏教
があるように、米国における仏教・坐禅の普及の状況。2、「自
己は自分が律する」考えは、時代か国かが変わっても普遍的な
思想であることを教えられました。講義大変ありがとうございま
した（横浜市在住男性）
● 貴重な体験をさせていただきありがとうございました（秦野市在
住男性）
● 聞思修の重要性、改めて考えさせられました。禅の歴史の中で
は、問答は大変重要視されてきましたが、現在では問答が行わ
れることがありません。特に修行僧には大切でしょう。疑問を持
つことが次へのステップへ向かうでしょう。最後の修行僧への
チャレンジの志を説かれたところ、大変感銘を受けました。日本
人の若者全体に大事なことではないでしょうか。（筆者不明）
● 有意義な講演会だったと思います。現場の生の話は勉強になり
ます。（筆者不明）
● 伝光会の申し込みで参りました。思いがけずお話を聞かせてい
ただきましてありがとうございました。本山布教部にいらっしゃ
いました、大山老師のハワイのお寺へお参りに行きましたとき、
日本の人たちが、日本文化をとても大切にされておりました。ル
メー先生もおっしゃっていた、「日本文化を伝える・・・」との
お話が心に響きました。ありがとうございました。（横浜市在住
女性）
● 貴重な講演会を聴講させていただき、ありがとうございます。
ルメー老師のお話で印象に残ったのは、15歳の時の疑問であり
ます。平和である日本になぜキリスト教を持ってくる必要がある
のかといった下りです。その後、大学を出た時が、ベトナム戦争
をやっている時期でキリスト教に対する疑問が深まり、平和の宗
教である仏教そして、禅の道に進まれたと理解しました。キリス
ト教の文化をよく理解しておられる老師のような方が、禅の精神
を広めておられることを心強く思いました。（横浜市在住男性）
● 布教の内容についてもう少し詳しく聞きたかったです。どうもあ
りがとうございました。質問：具体的にはどのような布教され
ているのでしょうか。テレビとラジオで広告を打つくらいなので
しょうか。（東京都在住男性）

2010.9.4 土 11:00－21:00
会場／大船観音寺 （JR大船駅西口・湘南モノレール大船駅から 徒歩3分）

主催 ◆ ゆめ観音実行委員会（大船観音寺／SOTO禅インターナショナル）
協力 ◆ 曹洞宗神奈川県第二宗務所第5教区／即心会／有志ボランティア　後援 ◆ 鎌倉市・㈳神奈川県青少年協会

第12回 ゆめ観音アジアフェスティバル in大船
～つながる  ひろがる  アジアの  ねがい～
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会費納入者・賛助金納入者名簿　2010年４月20日～ 2010年７月31日まで
ありがとうございます。
大切に使わせていただきます。

■ 会費納入者ご芳名
2010/4/20 ～ 2010/7/31

（順不同・敬称略）
北海道 法徳寺 伊藤禅龍
北海道 中央寺 
北海道 長福寺 長尾龍心
北海道 明光寺 川村寿光
岩手県 祇陀寺 
岩手県 長福寺 
岩手県 東海寺 
宮城県 大雄寺 小島孝尋
宮城県 秀林寺 
宮城県 城国寺 菅原英州
宮城県 秀麓齋 長澤信幸
宮城県 洞安寺 大山浄心
宮城県 寿昌院 山田宗雄
宮城県 輪王寺 
宮城県 東北福祉大学
宮城県 耕龍寺 清水了祐
宮城県 洞雲寺 千田幹雄
宮城県 大満寺内 佐藤透光
宮城県 洞林寺 吉田俊英
宮城県 繁昌院内 自得寺
秋田県 大川寺 棟方宣之
秋田県 天竜寺 八島国雄
秋田県 乗福寺 中泉俊尭
秋田県 歓喜寺 堀口良允
秋田県 東泉寺 佐藤一應
秋田県 松庵寺 渡辺紫山
秋田県 月宗寺 袴田俊英
秋田県 永泉寺 寿松木宏毅
山形県 輪王寺 長谷川俊英
山形県 慶松寺 
山形県 宗伝寺 蓮池泰乗
山形県  佐藤孝子
山形県 乗慶院 五十嵐卓三
山形県 清林寺 渡辺禅悦
山形県 延命寺 宮崎拡行
山形県 宝泉寺 采川道昭
福島県 天徳寺 細川正善
福島県 徳本寺 服部由明
福島県 石雲寺内 葉貫成悟
福島県 長泉寺 石月聰明
福島県 昌源寺 立花純孝
福島県 盛林寺 岡野定丸
福島県 五十嵐ビル内 福島BS観光
福島県 恵倫寺 佐藤憲晃
茨城県 鏡徳寺 山田栄一
栃木県  渡辺達男
栃木県 高徳寺 渡辺清徳
栃木県 光真寺 黒田俊雄
群馬県 長楽寺 峯岸正典
群馬県 建明寺 
群馬県 林昌院 
群馬県 ㈲オモロ 山口淳一
群馬県  平子泰弘
埼玉県 東光寺 

埼玉県 金剛寺 山喜光明
埼玉県 長光寺 福島伸悦
埼玉県  大場満洋
埼玉県  植野　晃
埼玉県 建福寺 安野正樹
埼玉県  佐藤亮子
埼玉県 円通寺 小泉悟道
埼玉県 東昌寺 
埼玉県 見光寺 石塚正道
埼玉県 嶺雲寺 廣田俊和
埼玉県 東栄寺 大森篤史
埼玉県 広徳院 高橋秀雄
埼玉県 昌福寺 荒井禮一
千葉県 永興寺 高木正尊
千葉県 大洞院 
千葉県 満蔵寺 森田英仁
千葉県 海蔵寺 
千葉県 観音寺 安本正道
千葉県  佐藤信嗣
千葉県  石井清純
千葉県 観音寺 関光禅
千葉県 真光寺
東京都 宗清寺 飯島尚之
東京都 長泉寺 福嶋幸隆
東京都  石夢工房
東京都  長谷川　連
東京都 静勝寺 高崎忠道
東京都 大龍寺 
東京都 寶光寺 八坂良秀
東京都 東照寺 宇田照彦
東京都  三藤祥素女
東京都 俊朝寺 
東京都  田中良昭
東京都  菅原研洲
東京都 法清寺 奈良康明
東京都 福壽院 野口弘龍
東京都 喜運寺 磯貝昌隆
東京都 善徳寺 
東京都  相馬正之
東京都 宗参寺 西沢宏道
東京都 天徳院内 大藪芙美子
東京都  青木尚子
東京都 天桂寺 
東京都 観泉寺 田中法生
東京都  佐藤昭次郎
東京都 高岩寺 
東京都 祥雲寺 西沢応人
東京都 松月院 仲井哲応
東京都 大泉寺 久保井賢丈
東京都 蓮生寺 鬼頭叙親
東京都 信松院 西村和裕
東京都 宗保院 鬼頭広安
東京都 泉龍寺 菅原昭英
神奈川県 興禅寺 市川智彬
神奈川県 成願寺 廣澤道秀
神奈川県 永明寺 石田征史
神奈川県 全竜寺 柳周峰
神奈川県 西福寺 西海秀晃
神奈川県 東泉寺 関水博道
神奈川県 泉秋寺 鳥澤俊寛

神奈川県  貞昌院 亀野哲也
神奈川県 正翁寺 篁保雄
神奈川県 宝泉寺 
神奈川県  横山信吉
神奈川県 東光寺 志村齢彦
神奈川県 東泉寺 上形卓道
神奈川県 東照寺 程木昭徳
神奈川県  中野東禅
神奈川県 西有寺 横山敏明
神奈川県 傳心寺 
神奈川県 鳳勝寺 山下玄機
神奈川県 常泉院 松樹俊弘
神奈川県 大船観音寺 
神奈川県 黙仙寺 
神奈川県 善谷寺 浅田英世
神奈川県 浄心寺 栃堀真英
新潟県 大栄寺 
新潟県  佐藤慧真
新潟県 興源寺 田宮黎友
富山県 全龍寺 館定道
石川県 宗禅寺 
石川県 大乗寺 
福井県 御誕生寺 板橋興宗
長野県 広沢寺 小笠原隆元
長野県 桃源院 山本健善
長野県 正麟寺 宮澤淳毅
長野県 興龍寺 洞派信隆
岐阜県 正宗寺 原田道一
静岡県 林叟院 鈴木包一
静岡県 隨縁寺 
静岡県 元長寺 
静岡県 宗徳院 松永然道
静岡県 宗徳院 山崎季晟
静岡県 秀源寺 飯島誠之
静岡県 先照寺 
静岡県 瑞光寺 
静岡県 法幢寺 秋田弘隆
静岡県 磐石寺 梶田恵光
静岡県 大興寺 
静岡県  小澤朗
静岡県 山王寺 青山嶺雲
静岡県 一乗寺 丹羽義裕
静岡県 貞善院 木南広峰
静岡県 信香院 
静岡県 龍泉院 
静岡県 大昌寺 青島孝宗
静岡県 高林寺 猪俣正孝
静岡県 海蔵寺
愛知県 長松院 篠田一法
愛知県 永沢寺 岡島博司
愛知県 慈光院内 戸田規子
愛知県 天徳寺 加納博人
愛知県 大光院内 田中俊光
愛知県 神蔵寺 柴田隆全
愛知県 地蔵寺 神野哲州
愛知県 宝珠寺 永井成典
愛知県 霊岩寺 川橋範子
愛知県 宝泉寺 江川辰三
愛知県 松月寺 富尾智恵
三重県 長楽寺 

三重県 東正寺 
京都府 正誓寺 山本現雄
京都府 宗仙寺 細川浩代
京都府 苗秀寺 大谷俊定
島根県 松源寺 佐瀬道淳
岡山県 成興寺 小倉玄照
広島県 聖光寺 田中哲彦
愛媛県 法竜寺 仁田喜潤
長崎県 青眼寺 水町宗典

■ 賛助金納入者ご芳名
2010/4/20 ～ 2010/7/31

（順不同・敬称略）
青森県 大乗寺 
岩手県 祇陀寺 
宮城県 大雄寺 小島孝尋
宮城県 秀林寺 
宮城県 城国寺 菅原英州
秋田県 大川寺 棟方宣之
山形県 輪王寺 長谷川俊英
福島県 徳本寺 服部由明
福島県 石雲寺内 葉貫成悟
茨城県 鏡徳寺 山田栄一
埼玉県 東光寺 
埼玉県 金剛寺 山喜光明
埼玉県 長光寺 福島伸悦
埼玉県  大場満洋
埼玉県  植野　晃
千葉県 長興院 宮下陽祐
東京都 宗清寺 飯島尚之
東京都 長泉寺 福嶋幸隆
東京都  石夢工房
東京都  長谷川　連
神奈川県 興禅寺 市川智彬
神奈川県 成願寺 廣澤道秀
神奈川県 永明寺 石田征史
神奈川県 全竜寺 柳周峰
神奈川県 西福寺 
神奈川県 東泉寺 
神奈川県 泉秋寺 鳥澤俊寛
神奈川県 福田寺 
神奈川県  石川清香
富山県 全龍寺 館定道
長野県 広沢寺 小笠原隆元
静岡県 林叟院 鈴木包一
静岡県 隨縁寺 
静岡県 海蔵寺
愛知県 長松院 篠田一法
愛知県 永沢寺 岡島博司
愛知県 慈光院内 戸田規子
愛知県 一心寺 渡辺亮正
京都府 正誓寺 山本現雄
京都府 宗仙寺 細川浩代
長崎県 青眼寺 水町宗典

■ 塔婆供養で植林支援協賛者ご芳名
2010/4/20 ～ 2010/7/31

（順不同・敬称略）
青森県 大乗寺 
岩手県 祇陀寺 

宮城県 秀麓齋 長澤信幸
宮城県 洞安寺 大山浄心
宮城県 寿昌院 山田宗雄
宮城県 秀林寺 
宮城県 城国寺 菅原英州
秋田県 大川寺 棟方宣之
秋田県 天竜寺 八島国雄
山形県 輪王寺 長谷川俊英
福島県 天徳寺 細川正善
福島県 徳本寺 服部由明
福島県 石雲寺内 葉貫成悟
福島県 長泉寺 石月聰明
茨城県 鏡徳寺 山田栄一
群馬県 長楽寺 峯岸正典
群馬県 建明寺 
埼玉県 円福寺 
埼玉県 長光寺 福島伸悦
埼玉県 建福寺 安野正樹
埼玉県  大場満洋
埼玉県 金剛寺 山喜光明
千葉県 永興寺 高木正尊
千葉県 大洞院
東京都 静勝寺 高崎忠道
東京都 大龍寺 
東京都 寶光寺 八坂良秀
東京都 宗清寺 飯島尚之
東京都  石夢工房
東京都 長泉寺 福嶋幸隆
東京都  長谷川　連
東京都 東照寺 宇田照彦
東京都  三藤祥素女
東京都 西照寺 嗣永典子
神奈川県  石川清香
神奈川県 貞昌院 亀野哲也
神奈川県 成願寺 廣澤道秀
神奈川県 大蔵寺 
神奈川県 正翁寺 篁保雄
神奈川県 宝泉寺
神奈川県 永明寺 石田征史
神奈川県 福田寺 
神奈川県  横山信吉
神奈川県 東光寺 
新潟県 大蓮寺 
新潟県 大栄寺 
富山県 全龍寺 館定道
長野県 広沢寺 小笠原隆元
静岡県 林叟院 鈴木包一
静岡県 元長寺 
静岡県 宗徳院 松永然道
静岡県 隨縁寺
静岡県 海蔵寺 
愛知県 永沢寺 岡島博司
愛知県 慈光院内 戸田規子
愛知県 一心寺 渡辺亮正
愛知県 天徳寺 加納博人
京都府 宗仙寺 細川浩代
岡山県 成興寺 小倉玄照
愛媛県 渓寿寺

累計 250件　苗木 71,928本分

動　静　報　告
2010/5/15～ 2010/7/31まで

５月24日　会報発送作業 貞昌院
６月９日　両大本山講演会 大本山總持寺
６月11日　両大本山講演会 大本山永平寺
６月20日　キャンドルナイトin大船 大船観音寺
６月27日　秋葉元総監を囲む会 品川

随時インターネットにて役員会を開催しております。

ＳＺＩホームページ運営中

URL  http://soto-zen.net

会報バックナンバー、過去の総会・講演会、
スタッフページなどもご覧いただけます。

検 索検 索ＳＺＩで検索！ ＳＺＩ



　前 北アメリカ国際布教総監・秋葉玄吾老師を囲む慰
労懇親会が、6月27日（日）12名の参加を得て盛大に開
催されました。
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　この日も例年どおり、
神奈川県原爆被災者の会
の立会いのもと、採火・
法要が行われました。
　参加者は約100人ほど。
　日暮れよりキャンドル
を囲んでボランティア演
奏（シルクロード・オー

ボエ＜管
かん づ

子＞/フレームドラム/ハルモニウム＜インドの手
漕ぎオルガン＞/クラリネット）のほか、2本のウィンドチャ
イムと小さなシンバルが加わり、キャンドルの光や鳥の声
が本当に際立ちました。
　会場の大船観音寺は鎌倉市の「緑地保全基金」を支援し
ており、キャンドルは寺院・メモリアルホール・結婚式場
などで使用された後のロウソクや、廃棄されたガラス瓶を
ホルダーに使っているということが特徴です。
　会場から中継してくださったFM局は、普段から電気自
動車（EV）を利用して各地のレポートを行っているそうで、

ある程度の容量をつなぐコンセントのある場所なら、ガソ
リンと同じくらいの時間で充電できるとのことです。

　お仕事や生活のスタイル・個々の考えによって表現は違
いますが、私たちのキャンドルナイトも、それぞれの思い
が還元され環境支援への「多様性」が保たれてゆく一片に
なったら嬉しく思います。平和への願いがこの場所から広
がりました。
　これまでの記録は、 『「100万人のキャンドルナイト」の
楽しみ方』（雷鳥社刊・2009）にも掲載されています。
　9/4（土）アジアフェスティバルでは、植林支援との連
携もありますので、ご
来場いただけました
折にはSOTO禅イン
ターナショナルのテナ
ントに、ぜひお越しく
ださい。
 2010年 夏至

キャンドルナイト in 大船観音 2010 Summer 報告
2010年6月20日（日）開催

超宗派のお堂です。
　バンザイ岬、マッピ山にある雨ざらし、日ざらしの慰霊碑、
塔婆を見かねて、せめて屋根のあるお堂でご供養したいと
発願してから満20年が経過しました。
　この間施工者の亀山建設（岐阜県関市）、正眼寺　谷耕月・
山川宗休両大師（岐阜県美濃加茂市）を始め、数多くの方々
により維持されてきました。また堂守りとして勤めていた
だいた梅原厚氏（小田原市、元マリアナ短大講師）、コンダー
ニヤ師（スリランカ）、ジョン・ホール師（ハワイ）にもお礼
を申し上げたいと思います。
　私自身、法幢寺住職（静岡市葵区長沼）を長男弘隆に譲り、
70才代をハワイ島、ヒロ大正寺住職として過ごし、昨年3
月より、サイパン島に移住して、堂守りを続けています。
　今年５月からはお堂まで徒歩５分のアパートに移りました。
　毎朝６時からお堂の内外の清掃をし、朝のおつとめの中
で、彼我戦没者追悼の回向と世界平和を祈念しております。
　今年、記念法要（平成22年10月23日午前10時開式）を、
因縁のある山川宗休老大師を導師に拝請して勤めたいと
思っています。この機会に是非ご参加下さり、堂内の大梵
鐘をついて、平和への誓いを新たにしていただきたく謹ん
でご案内申し上げます。 秋田新隆（発起人）合掌

　サイパン南溟堂は、先の大戦中、サイパン島、中部太平
洋海域で戦死した日米の戦士及び民間人の霊をお祀りする

サイパン南溟堂記念法要のご案内

海外インフォメーション


